


実
質
公
債
費
比
率
は
、
今
年
度
と

同
じ
く
１５
・
２
パ
ー
セ
ン
ト
を
見
込

ん
で
い
ま
す
。
財
政
状
況
全
般
に
つ

い
て
も
、
県
内
他
市
町
村
の
状
況
と

の
比
較
で
は
一
定
の
水
準
に
あ
り
ま

す
が
、
引
き
続
き
行
財
政
改
革
に
取

り
組
む
所
存
で
す
。

地
方
交
付
税
に
つ
い
て
は
、
平
成

２７
年
度
か
ら
５
カ
年
で
、
普
通
交
付

税
の
合
併
算
定
替
の
特
例
が
段
階
的

に
廃
止
さ
れ
、
最
終
的
に
、
年
間
１２

億
円
程
度
の
減
収
に
な
る
と
見
込
ん

で
い
ま
す
。
将
来
の
財
源
不
足
に
備

え
た
基
金
の
積
み
立
て
を
、
計
画
的

に
行
う
考
え
で
す
。

平
成
２５
年
度
一
般
会
計
当
初
予
算

で
は
、
地
方
交
付
税
を
は
じ
め
と
す

る
一
般
財
源
総
額
に
つ
い
て
、
今
年

度
並
み
の
１
５
５
億
円
余
を
見
込
ん

だ
と
こ
ろ
で
、
一
般
会
計
の
当
初
予

算
総
額
は
、
対
前
年
度
比
３
・
１

パ
ー
セ
ン
ト
増
の
２
４
４
億
２
０
０

０
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

内
容
は
、
扶
助
費
な
ど
の
義
務
的

経
費
や
補
助
費
等
を
は
じ
め
、
道
路

橋
梁
整
備
、
消
防
新
庁
舎
や
第
一
中

学
校
建
設
な
ど
の
普
通
建
設
事
業
に

つ
い
て
も
、「
自
立
と
共
助
・
元
気

い
き
い
き
安
心
安
全
な
ま
ち
づ
く
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4
月
の
行
事
・
日
曜
日
・
祝
日
診
療

な
ど

市
の
財
政
状
況
と
平
成
２５

年
度
当
初
予
算
案
の
概
要

よろい

手作りした鎧かぶとをまとい、親子そ
ろっての晴れ舞台。真っすぐ見つめるまな
ざしは、お父さんに負けないぐらい頼もし
く見えましたよ。
・撮 影 日 ３月７日
・撮影場所 安来節演芸館
（手づくり鎧かぶと教室作品完成発表会）

今月の表紙
「威風堂々・尼子武者」

３
月
１
日
に
開
会
し
た
市
議
会
３
月
定
例
会
に
お
い
て
、
近
藤
市
長
が
、
市
政
運
営
の
基
本
的
な
考
え
方
と

平
成
２５
年
度
の
主
要
施
策
を
述
べ
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
要
旨
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

２



り
」
予
算
と
位
置
づ
け
、
所
要
の
財

政
措
置
を
講
じ
た
と
こ
ろ
で
す
。

本
年
１
月
、「
日
本
経
済
再
生
に

向
け
た
緊
急
経
済
対
策
」
が
閣
議
決

定
さ
れ
ま
し
た
。
本
市
に
お
い
て

も
、
後
年
度
実
施
を
予
定
し
て
い
た

道
路
整
備
、
橋
梁
整
備
、
市
営
住
宅

整
備
な
ど
を
積
極
的
に
前
倒
し
し
て

実
施
す
る
た
め
、
総
額
９
億
７
６
０

０
万
円
の
一
般
会
計
補
正
予
算
案
を

提
出
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

●
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
確
立

交
流
セ
ン
タ
ー
の
う
ち
、
小
規
模

館
の
主
事
報
酬
の
拡
充
を
行
い
、
従

来
の
半
日
か
ら
１
日
勤
務
が
で
き
る

環
境
を
整
え
、
地
域
支
援
活
動
や
交

流
セ
ン
タ
ー
間
の
連
携
に
よ
る
地
域

活
性
化
を
さ
ら
に
進
め
ま
す
。

市
民
に
よ
る
地
域
づ
く
り
へ
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
は
、
地
域
ト
ラ
イ

ア
ン
グ
ル
事
業
や
中
山
間
地
域
元
気

い
き
い
き
補
助
事
業
を
有
効
に
活
用

す
る
こ
と
で
、
一
層
効
果
的
な
支
援

が
で
き
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

多
様
な
メ
デ
ィ
ア
を
活
用
し
、
市

政
の
情
報
発
信
を
効
果
的
に
行
い
、

市
民
と
の
情
報
共
有
を
図
り
、
地
域

の
連
帯
感
醸
成
と
、
社
会
参
加
を
推

進
し
ま
す
。
聴
覚
に
障
が
い
の
あ
る

方
や
聞
こ
え
に
不
安
の
あ
る
方
に
行

政
情
報
を
的
確
に
伝
達
す
る
手
段
と

し
て
、
市
の
光
通
信
網
を
利
用
し
た

「
目
で
見
て
わ
か
る
情
報
告
知
シ
ス

テ
ム
」
を
試
験
的
に
運
用
し
、
自
助

と
共
助
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま

す
。

●
多
様
な
交
流
の
促
進

月
山
富
田
城
跡
を
戦
国
大
名
尼
子

氏
の
本
拠
地
と
し
て
全
国
に
Ｐ
Ｒ
す

る
た
め
、「
戦
国
尼
子
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
」
を
本
年
９
月
に
開
催
し
、
史

跡
の
歴
史
的
価
値
や
魅
力
を
活
か
し

な
が
ら
交
流
促
進
を
図
り
ま
す
。

境
港
市
と
共
同
開
催
し
て
い
る
結

婚
活
動
支
援
事
業
に
加
え
、
新
た
に

独
身
男
女
の
出
会
い
の
場
を
創
出
す

る
イ
ベ
ン
ト
や
、
農
業
の
担
い
手
を

対
象
と
し
た
支
援
事
業
を
行
い
、
未

婚
・
晩
婚
化
の
解
消
を
図
る
と
と
も

に
、
住
民
の
交
流
促
進
と
地
域
の
担

い
手
確
保
を
図
り
ま
す
。

空
き
家
な
ど
へ
の
今
後
の
有
効
な

施
策
構
築
に
向
け
、
市
内
の
空
き

家
、
空
き
地
、
空
き
店
舗
の
実
態
・

意
向
調
査
を
実
施
し
ま
す
。
当
面
、

対
策
の
一
環
と
し
て
、
ま
ち
な
か
居

住
を
推
進
す
る
た
め
の
実
現
可
能

な
有
効
施
策
を
検
討
し
ま
す
。
ま

た
、
移
住
・
交
流
希
望
者
の
市
内

で
の
体
験
・
交
流
支
援
活
動
を
新

た
に
実
施
し
、
子
育
て
、
教
育
、

住
宅
環
境
な
ど
の
総
合
的
な
支
援

体
制
を
検
討
し
ま
す
。

●
連
携
の
地
域
づ
く
り

中
海
・
宍
道
湖
・
大
山
圏
域
市

長
会
に
お
い
て
、
圏
域
の
振
興
ビ

ジ
ョ
ン
を
策
定
中
で
す
。
平
成
２５

年
度
か
ら
は
新
た
な
振
興
ビ
ジ
ョ

ン
に
基
づ
き
、
こ
の
圏
域
が
一
体

的
に
発
展
し
て
い
く
た
め
、
周
辺
自

治
体
と
の
連
携
を
強
化
し
、
産
業
や

観
光
、
環
境
保
全
な
ど
を
通
じ
地
域

振
興
を
図
り
ま
す
。

●
安
来
庁
舎
の
現
在
地
建
て
替
え

平
成
２５
年
度
で
基
本
設
計
、
敷
地

の
地
質
調
査
を
実
施
し
ま
す
。
併
せ

て
、
切
川
地
区
計
画
に
つ
い
て
、
か

ね
て
よ
り
そ
の
有
効
な
土
地
利
用
策

を
総
合
的
に
検
討
し
て
い
ま
し
た

が
、
現
行
の
地
区
計
画
を
廃
止
し
た

上
で
、
新
た
に
市
民
会
館
と
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
を
整
備
す
る
こ
と
が
最

善
で
あ
る
と
判
断
し
ま
し
た
の
で
、

諸
手
続
き
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
学

校
給
食
セ
ン
タ
ー
は
、
平
成
２８
年
度

で
の
供
用
開
始
を
目
指
し
、
平
成
２５

年
度
は
、
給
食
セ
ン
タ
ー
建
設
審
議

会
（
仮
称
）
を
開
催
し
、
基
本
方
針

の
決
定
、
基
本
計
画
の
策
定
を
行
い

ま
す
。
市
民
会
館
に
つ
い
て
も
、
新

た
に
市
民
会
館
建
設
検
討
委
員
会
を

設
け
、
施
設
建
設
に
向
け
た
議
論
を

行
い
ま
す
。

事
業
の
推
進
に
あ
た
っ
て
は
、
議

員
並
び
に
市
民
の
皆
さ
ん

の
意
見
を
取
り
入
れ
な
が

ら
、
推
進
し
て
い
く
所
存

で
す
。

平
成
２５
年
度
の
主
要
施
策

参
加
と
交
流
の
ま
ち
づ
く
り

市議会３月定例会●市長施政方針

５年に一度開催する、戦国尼子フェスティバル
（写真は前回の様子。平成 20年 10月開催）
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●
商
工
業
の
振
興

中
心
市
街
地
活
性
化
事
業
と
し

て
、
現
状
調
査
、
今
後
の
ま
ち
づ
く

り
を
具
体
的
に
計
画
・
実
行
し
て
い

く
人
材
育
成
事
業
と
、
や
す
ぎ
懐
古

館
一
風
亭
を
中
心
に
、
地
元
の
商

店
・
飲
食
店
を
巻
き
込
ん
だ
新
た
な

イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
ま
す
。

企
業
が
投
資
し
た
投
下
固
定
資
本

総
額
の
１０
パ
ー
セ
ン
ト
相
当
額
や
、

新
規
雇
用
従
業
員
数
お
よ
び
空
き
工

場
な
ど
の
家
賃
に
か
か
る
経
費
を
奨

励
金
と
し
て
交
付
で
き
る
よ
う
制
度

を
拡
充
し
、
企
業
の
設
備
投
資
お
よ

び
雇
用
増
大
を
図
り
ま
す
。

●
観
光
振
興あか

り

清
水
寺
灯
参
道
・
歴
史
体
感
ウ

オ
ー
ク
な
ど
の
古
事
記
関
連
事
業
を

実
施
し
、
誘
客
拡
大
を
図
り
ま
す
。

「
安
来
い
い
旅
い
い
夫
婦
。」

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
環
と
し
て
、
特

典
付
き
周
遊
マ
ッ
プ
を
作
成
す
る
と

と
も
に
、
山
陽
地
区
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

事
業
や
京
阪
神
を
中
心
と
し
た
観
光

客
誘
致
事
業
、
外
国
人
観
光
客
を
受

け
入
れ
る
た
め
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対

策
事
業
、
Ｐ
Ｒ
ソ
ン
グ
や
グ
ッ
ズ
を

活
用
し
た
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
事
業
な

ど
を
実
施
し
ま
す
。

ひ
な
ま
つ
り
や
夏
祭
り
な
ど
観
光

に
関
わ
る
地
域
振
興
事
業
に
つ
い

て
、
安
来
市
観
光
協
会
を
支
援
、
連

携
す
る
こ
と
に
よ
り
、
誘
客
並
び
に

地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

●
農
林
業
振
興

農
村
集
落
の
活
性
化
と
農
産
物
の

生
産
拡
大
を
図
る
た
め
、
農
業
関
係

機
関
な
ど
が
連
携
し
て
取
り
組
む
安

来
市
農
林
振
興
協
議
会
に
事
業
を
創

設
し
、
農
業
集
落
活
動
の
支
援
お
よ

び
担
い
手
確
保
に
取
り
組
み
ま
す
。

「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」の
推
進
に
よ

り
、
中
心
的
農
業
経
営
体
へ
農
地
を

集
積
し
、
農
産
物
の
生
産
体
制
強
化

を
図
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
新
た
な
地

域
農
産
物
の
生
産
振
興
と
雇
用
創
出

の
一
環
と
し
て
、
引
き
続
き
農
業
部

門
へ
の
企
業
参
入
を
促
進
し
ま
す
。

竹
の
伐
採
処
理
を
行
う
地
域
の
取

り
組
み
を
支
援
す
る
た
め
、
竹
粉
砕

機
の
無
料
貸
し
出
し
を
行
い
、
放
置

竹
林
の
拡
大
防
止
を
図
り
ま
す
。

中
山
間
地
を
は
じ
め
と
す
る
農
地

の
荒
廃
防
止
や
農
村
環
境
の
保
全
対

策
と
し
て
、「
中
山
間
地
域
等
直
接

支
払
事
業
第
３
期
対
策
」お
よ
び「
農

地
・
水
保
全
管
理
支
払
交
付
金
事

業
」
を
推
進
し
、
活
動
組
織
へ
の
支

援
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
経
営
所
得

安
定
対
策
お
よ
び
受
給
調
整
を
円
滑

に
進
め
、
生
産
者
の
経
営
安
定
化
と

生
産
力
の
確
保
を
図
り
ま
す
。

生
産
基
盤
の
整
備
と
し
て
、
基
幹

農
道
で
あ
る
「
安
能
２
期
地
区
広
域

営
農
団
地
農
道
整
備
事
業
」
を
引
き

続
き
実
施
し
、
農
産
物
や
生
産
資
材

な
ど
の
輸
送
の
合
理
化
を
図
る
と
と

も
に
、「
能
義
第
二
地
区
」、「
大
塚

地
区
」
の
基
盤
整
備
事
業
を
継
続

し
、「
安
田
地
区
」
に
つ
い
て
は
、

平
成
２７
年
度
の
新
規
採
択
を
目
指
し

補
助
調
査
業
務
に
着
手
し
ま
す
。

発
電
停
止
し
て
い
る
伯
太
小
水
力

発
電
所
を
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
固
定
価
格
買
い
取
り
制
度
が
適
用

に
な
る
よ
う
改
修
を
行
う
た
め
、
調

査
設
計
を
実
施
し
ま
す
。

●
道
路
・
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整

備イ
エ
ロ
ー
バ
ス
の
利
便
性
向
上
や

安
全
確
保
に
つ
い
て
は
、
バ
ス
停
の

整
備
並
び
に
車
両
の
更
新
を
、
平
成

２５
年
度
に
バ
ス
停
３
カ
所
、
車
両
３

台
予
定
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
交
通

空
白
地
域
解
消
の
た
め
、
平
成
２６
年

度
策
定
予
定
の
「
地
域
公
共
交
通
計

画
」
に
つ
い
て
、
平
成
２５
年
度
は
実

態
調
査
を
実
施
し
、
地
域
交
通
の
実

情
や
課
題
の
把
握
を
行
い
ま
す
。

高
速
バ
ス
停
留
所
に
つ
い
て
は
、

設
置
に
向
け
て
検
討
を
進
め
ま
す
。

道
路
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
市
内

道
路
網
の
将
来
を
見
据
え
た
市
道
改

良
を
目
的
に
、
杉
谷
線
、
今
津
下
坂

田
線
、
山
根
１
号
線
、
未
明
政
線
な

ど
を
整
備
し
ま
す
。
ま
た
、
市
道
法

面
の
落
石
・
土
砂
崩
れ
な
ど
の
危
険

性
が
あ
る
地
区
に
、
即
効
性
の
あ
る

防
災
・
減
災
対
策
工
事
を
実
施
し
、

安
全
な
通
行
を
確
保
し
ま
す
。
災
害

予
防
と
し
て
の
市
道
整
備
を
進
め
、

安
全
・
安
心
な
道
路
環
境
の
構
築
に

多
彩
な
魅
力
と
創
造
力
豊
か

な
ま
ち
づ
く
り

み
ん
な
が
住
み
よ
い

快
適
環
境
の
ま
ち
づ

く
り

清清水水寺寺灯灯参参道道
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努
め
ま
す
。

橋
梁
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
既
設

橋
の
延
命
化
と
修
繕
工
事
費
の
平
準

化
を
図
る
た
め
の
橋
梁
点
検
お
よ
び

調
査
を
進
め
て
お
り
、
こ
の
結
果
に

基
づ
き
、
緊
急
性
の
高
い
橋
梁
か
ら

順
次
修
繕
を
行
い
ま
す
。

●
水
環
境
の
整
備
促
進

内
水
対
策
事
業
に
つ
い
て
は
、
昨

年
９
月
に
発
生
し
た
高
潮
被
害
で
判

明
し
た
緊
急
修
繕
個
所
の
内
水
対
策

と
し
て
、
ま
ず
南
十
神
地
区
河
川
か

ら
水
路
へ
の
逆
流
防
止
ゲ
ー
ト
２
基

の
整
備
を
実
施
し
ま
す
。

下
水
道
の
整
備
促
進
に
つ
い
て

は
、
福
頼
団
地
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

プ
ラ
ン
ト
整
備
事
業
を
引
き
続
き
実

施
す
る
と
と
も
に
、
公
共
用
水
域
の

水
質
汚
濁
解
消
お
よ
び
水
洗
化
向
上

を
促
進
し
ま
す
。

●
生
活
環
境
整
備
の
促
進

公
営
住
宅
等
長
寿
命
化
計
画
の
検

証
を
行
い
、
市
営
住
宅
等
の
あ
り
方

に
つ
い
て
議
論
し
、
適
正
な
規
模
・

配
置
な
ど
を
検
討
し
ま
す
。
そ
の
結

果
を
踏
ま
え
、
入
居
需
要
の
確
保
に

あ
た
っ
て
は
、
民
間
住
宅
を
借
り
上

げ
る
こ
と
な
ど
も
検
討
し
ま
す
。

木
造
住
宅
各
種
支
援
事
業
に
つ
い

て
は
、
今
後
の
需
要
増
加
が
見
込
ま

れ
る
こ
と
か
ら
、
申
し
込
み
枠
を
拡

大
し
、
地
域
材
を
活
用
し
た
住
宅
建

築
の
さ
ら
な
る
促
進
に
努
め
ま
す
。

ハ
ー
モ
ニ
ー
タ
ウ
ン
汐
彩
販
売
事

業
に
つ
い
て
は
、
本
年
４
月
１
日
か

ら
新
し
い
分
譲
価
格
に
改
定
し
、
販

売
促
進
を
図
り
ま
す
。

●
上
水
道
整
備

老
朽
化
し
た
簡
易
水
道
施
設
の
改

良
工
事
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、「
簡

易
水
道
事
業
統
合
計
画
書
」
に
基
づ

き
、
水
道
再
編
推
進
事
業
を
進
め
て

い
ま
す
が
、
経
営
統
合
お
よ
び
施
設

統
合
に
向
け
た
統
合
認
可
策
定
業
務

を
行
う
ほ
か
、
効
率
良
く
、
か
つ
維

持
管
理
し
易
い
施
設
整
備
の
た
め
の

基
本
設
計
を
実
施
し
、
統
合
後
の
健

全
な
企
業
経
営
を
目
指
し
ま
す
。

●
除
雪
対
策

一
昨
年
の
豪
雪
を
踏
ま
え
、
除
雪

車
を
新
た
に
３
台
購
入
し
ま
す
。
除

雪
車
は
、
業
者
所
有
の
除
雪
機
材
が

今
後
減
少
す
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
、

除
雪
体
制
確
保
の
た
め
、
計
画
的
な

更
新
お
よ
び
購
入
を
進
め
ま
す
。

●
環
境
保
全

個
人
住
宅
へ
の
太
陽
光
発
電
シ
ス

テ
ム
設
置
補
助
に
、
新
た
に
事
業
所

用
の
設
置
補
助
を
加
え
、
温
室
効
果

ガ
ス
の
抑
制
に
努
め
ま
す
。

や
す
ぎ
環
境
フ
ェ
ア
の
開
催
な
ど

を
通
じ
て
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
の

環
境
意
識
啓
発
を
行
う
と
と
も
に
、

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
の
普
及
促
進

に
向
け
、
地
球
温
暖
化
対
策
地
域
協

議
会
と
連
携
し
、
広
く
情
報
提
供
や

環
境
意
識
の
啓
発
を
図
り
ま
す
。

●
地
域
防
災
・
防
犯
の
促
進

国
の
原
子
力
災
害
対
策
指
針
の
見

直
し
に
併
せ
、「
安
来
市
地
域
防
災

計
画
（
案
）」
を
作
成
し
ま
し
た
。

そ
の
骨
子
を
今
市
議
会
で
ご
説
明
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

地
域
防
災
に
つ
い
て
は
、
地
域
に

お
け
る
災
害
対
応
能
力
の
向
上
や
、

災
害
時
の
救
助
活
動
を
円
滑
に
実
施

す
る
た
め
、
組
織
の
リ
ー
ダ
ー
養
成

や
、
自
主
防
災
組
織
の
育
成
・
活
動

支
援
を
充
実
し
ま
す
。

街
頭
犯
罪
の
発
生
防
止
を
目
的

に
、
新
た
に
防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置

し
、
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
の

実
現
を
目
指
し
ま
す
。

●
消
防
行
政

消
防
新
庁
舎
に
つ
い
て
は
、
平
成

２５
年
度
は
建
築
工
事
に
着
手
し
、
平

成
２７
年
４
月
の
開
庁
に
向
け
て
整
備

を
進
め
ま
す
。

消
防
救
急
業
務
で
使
用
し
て
い
る

無
線
シ
ス
テ
ム
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
つ

い
て
、
整
備
の
始
ま
っ
た
共
通
波
に

加
え
、
平
成
２５
年
度
は
活
動
波
に
つ

い
て
本
格
的
に
整
備
を
行
い
ま
す
。

消
防
団
拠
点
施
設
と
し
て
広
瀬
町

広
瀬
八
幡
町
地
内
に
、
１
階
部
分
は

統
合
消
防
車
庫
お
よ
び
水
防
倉
庫
、

２
階
部
分
は
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施

設
と
な
る
複
合
施
設
を
整
備
し
ま
す
。

●
消
費
者
行
政

消
費
者
行
政
審
議
会
を
設
置
し
、

消
費
者
被
害
防
止
お
よ
び

消
費
者
教
育
の
推
進
を
図

り
ま
す
。

市議会３月定例会●市長施政方針

自主防災組織のリーダーを育成し、地域防災
力の向上を目指します。（写真は、昨年８月
に実施した、防災指導者講習会の様子）
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●
保
健
・
医
療
の
充
実

各
種
検
診
の
充
実
に
努
め
、
疾
病

の
早
期
発
見
と
予
防
に
引
き
続
き
取

り
組
み
ま
す
。
特
に
、
が
ん
に
関
し

て
、
若
者
へ
の
啓
発
事
業
を
展
開
す

る
と
と
も
に
、
働
き
盛
り
世
代
の
う

ち
特
定
の
年
齢
の
方
を
対
象
に
各
種

が
ん
検
診
を
無
料
化
し
、
受
診
率
の

向
上
に
努
め
ま
す
。

●
安
来
市
立
病
院
の
取
り
組
み

「
安
来
市
立
病
院
改
革
プ
ラ
ン
」

に
基
づ
き
、
経
営
の
健
全
化
と
併
せ

て
医
療
設
備
の
充
実
を
図
り
、
市
内

唯
一
の
二
次
救
急
医
療
機
関
と
し
て

の
役
割
を
強
化
し
ま
す
。

地
域
医
療
を
守
る
人
材
の
確
保
に

つ
い
て
、
座
談
会
や
中
学
生
の
医
療

現
場
体
験
な
ど
、
医
療
へ
の
理
解
を

深
め
て
い
た
だ
く
た
め
の
啓
発
活
動

や
、
医
学
生
、
看
護
学
生
へ
の
奨
学

金
貸
与
事
業
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

●
子
育
て
環
境
の
充
実

す
で
に
本
市
独
自
の
施
策
と
し
て

未
就
学
児
の
医
療
費
無
料
化
お
よ
び

小
学
校
６
年
生
ま
で
の
入
院
費
助
成

を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
新
た
に
本

年
７
月
か
ら
、
小
学
校
１
年
生
か
ら

小
学
校
３
年
生
ま
で
の
児
童
の
医
療

費
を
無
料
化
し
、
子
育
て
世
代
へ
の

支
援
を
強
化
し
ま
す
。

安
来
市
親
子
交
流
セ
ン
タ
ー
の
環

境
整
備
お
よ
び
図
書
の
購
入
な
ど
を

実
施
し
、
幼
児
と
親
子
が
気
軽
に
集

い
自
由
に
遊
べ
る
場
を
提
供
す
る
こ

と
で
、
地
域
の
安
心
な
子
育
て
環
境

の
充
実
に
努
め
ま
す
。

●
高
齢
者
福
祉
の
充
実

「
第
５
期
高
齢
者
福
祉
計
画
・
介

護
保
険
事
業
計
画
」
に
基
づ
き
、
高

齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し

て
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
地

域
完
結
型
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
を
目
指

し
、
平
成
２６
年
度
開
設
予
定
の
、
認

知
症
高
齢
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
お
よ

び
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
事
業

所
建
設
へ
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

●
障
が
い
者
福
祉
の
充
実

本
年
４
月
施
行
の
法
改
正
に
お
い

て
、障
が
い
者
の
範
囲
に「
難
病
等
」

が
加
わ
る
と
と
も
に
、
障
が
い
の
あ

る
方
へ
の
総
合
的
な
支
援
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
日
常
生
活
お
よ
び
社

会
生
活
で
の
総
合
的
な
支
援
体
制
を

構
築
す
る
と
と
も
に
、
今
年
度
に
策

定
す
る
「
第
２
期
障
が
い
者
基
本
計

画
」
に
基
づ
き
、
障
が
い
の
あ
る
方

が
地
域
住
民
と
支
え
合
う
地
域
社
会

の
実
現
に
向
け
て
取
り
組
み
ま
す
。

●
学
校
教
育
の
充
実

第
一
中
学
校
校
舎
改
築
に
つ
い
て

は
、
平
成
２５
年
度
の
供
用
開
始
を
目

指
し
て
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
ま

た
、
大
規
模
な
亀
裂
や
漏
水
に
よ
り

使
用
を
禁
止
し
て
い
ま
し
た
社
日
小

学
校
プ
ー
ル
を
改
築
し
ま
す
。

特
別
支
援
教
育
に
関
す
る
早
期
か

ら
の
教
育
相
談
・
支
援
体
制
の
充
実

を
図
る
た
め
、
早
期
支
援
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
を
配
置
す
る
と
と
も
に
、

児
童
生
徒
の
問
題
行
動
、
い
じ
め
、

不
登
校
な
ど
の
課
題
に
対
応
す
る
た

め
、
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
を
配
置
し
ま
す
。

●
青
少
年
の
健
全
育
成

「
結
集
！
し
ま
ね
子
育
て
協
働
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
」と
し
て
、学
校
・

家
庭
・
地
域
住
民
が
連
携
で
き
る
よ

う
、
モ
デ
ル
地
区
を
設
け
取
り
組
み

を
総
合
的
に
調
整
す
る
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
を
配
置
す
る
こ
と
に
よ

▲整備の進む第一中学校校舎改築工事。
平成 25年度の供用開始を目指します。

▲

子
ど
も
の
医
療
費
無
料
化
の
範

囲
を
拡
大
し
、
子
育
て
世
代
の
経

済
的
負
担
軽
減
を
図
り
ま
す
。

地
域
の
中
で
支
え
あ
う
安
心

の
ま
ち
づ
く
り

ひ
と
が
輝
く
活
力
発
揮
の
ま

ち
づ
く
り
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り
、
地
域
住
民
が
積
極
的
に
子
ど
も

の
教
育
や
子
育
て
支
援
に
か
か
わ
れ

る
環
境
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

●
社
会
教
育
の
充
実

「
特
色
あ
る
地
域
づ
く
り
」、「
地

域
の
人
材
育
成
」、「
行
政
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
」
の
地
域
拠
点
と
し
て
交
流

セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
て
い
ま
す
が
、

引
き
続
き
交
流
セ
ン
タ
ー
の
職
員
研

修
を
通
じ
、
地
域
振
興
の
中
核
と
な

る
人
材
の
育
成
に
注
力
し
ま
す
。

●
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

の
推
進

自
治
会
親
善
野
球
大
会
を
第
６０
回

記
念
事
業
と
し
て
開
催
し
ま
す
。「
な

か
う
み
マ
ラ
ソ
ン
全
国
大
会
」
開
催

を
は
じ
め
、
プ
ロ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
チ
ー
ム
公
式
戦
の
誘
致
に
努
め
る

と
と
も
に
、
小
中
学
校
を
対
象
に
選

手
に
よ
る
指
導
教
室
な
ど
を
実
施

し
、
交
流
人
口
の
拡
大
お
よ
び
青
少

年
の
健
全
育
成
を
図
り
ま
す
。

●
男
女
共
同
参
画
社
会
の
推
進

現
行
計
画
の
実
施
状
況
を
検
証
、

見
直
し
を
行
い
、
性
別
に
か
か
わ
り

な
く
、
個
性
と
能
力
を
十
分
に
発
揮

し
、
責
任
を
分
か
ち
合
い
な
が
ら
多

様
な
生
き
方
を
選
択
す
る
こ
と
が
で

き
る
社
会
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

●
文
化
活
動
の
推
進

月
山
富
田
城
は
広
大
な
山
城
で
あ

り
、
遺
跡
の
保
護
・
保
全
・
管
理
や

史
跡
整
備
に
関
す
る
基
本
的
な
方
針

を
定
め
る
「
史
跡
富
田
城
跡
保
存
管

理
計
画
」
を
、
平
成
２５
年
度
か
ら
２

カ
年
で
策
定
し
ま
す
。
ま
た
、
山
中

御
殿
付
近
に
新
た
に
駐
車
場
を
設
け

る
こ
と
や
、
周
辺
施
設
の
修
繕
を
行

う
こ
と
で
、
来
訪
者
の
利
便
性
向
上

を
図
り
ま
す
。

鉄
の
道
文
化
圏
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
中
核
施
設
と
し
て
整

備
し
た
、
和
鋼
博
物
館
の
開
館
２０
周

年
を
記
念
し
て
、「
中
国
地
方
の
名
刀

展
」
を
開
催
し
ま
す
。
ま
た
、
和
鋼

博
物
館
を
会
場
と
し
て
「
子
ど
も
た

た
ら
サ
ミ
ッ
ト
」
を
誘
致
し
、
文
化

の
伝
承
と
交
流
の
拡
大
を
図
り
ま
す
。

議
決
案
件
３９
件
で
す
。
こ
の
う
ち

平
成
２４
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
は

総
額
４
億
５
１
８
０
万
円
を
計
上

し
、
補
正
後
の
予
算
規
模
は
２
４
５

億
１
３
０
０
万
円
と
し
て
い
ま
す
。

主
な
内
容
は
、
事
業
費
の
精
算
見

込
み
に
伴
い
不
用
額
を
計
上
す
る
と

と
も
に
、
財
政
調
整
基
金
、
市
有
財

産
整
備
基
金
な
ど
の
基
金
の
積
み
立

て
を
行
う
も
の
で
す
。

提
案
議
案

地
方
分
権
の
改
革
、
拡
大
は
、
今

後
の
日
本
の
社
会
、
経
済
が
向
か
う

で
あ
ろ
う
規
制
改
革
を
は
じ
め
と
し

た
構
造
改
革
を
考
え
る
上
で
、
避
け

る
こ
と
の
で
き
な
い
命
題
で
あ
る
と

確
信
し
て
お
り
ま
す
。

長
引
く
不
況
に
対
応
す
る
た
め
、

長
期
に
わ
た
っ
て
多
大
な
財
政
出
動

を
行
っ
た
結
果
、
地
方
自
治
体
の
多

く
は
疲
弊
し
、
自
治
体
間
の
活
力
に

大
き
な
開
き
が
生
じ
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。
私
は
、
こ
れ
か
ら
加
速
す

る
自
治
体
間
競
争
に
対
応
し
、
豊
か

で
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す

る
た
め
の
基
盤
を
強
化
す
る
た
め
、

昨
年
設
立
さ
れ
た
中
海
・
宍
道
湖
・

大
山
圏
域
市
長
会
の
活
動
に
積
極
的

に
関
与
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
の
本
市
に
と
っ
て
、
こ
の
圏
域

の
持
つ
強
み
を
一
体
的
に
発
揮
し
、

成
長
著
し
い
北
東
ア
ジ
ア
の
活
力
を

直
接
取
り
込
む
努
力
を
重
ね
て
い
く

こ
と
が
重
要
で
あ
り
ま
す
。加
え
て
、

市
内
に
あ
る
豊
か
な
自
然
、
歴
史
・

文
化
に
基
づ
く
優
れ
た
地
域
資
源
お

よ
び
製
鉄
に
代
表
さ
れ
る
「
も
の
づ

く
り
」
の
精
神
を
受
け
継
ぐ
豊
富
な

人
材
な
ど
、
今
あ
る
も
の
を
市
民
の

皆
さ
ん
に
再
認
識
し
て
い
た
だ
き
、

誇
り
と
自
信
を
も
っ
て
市
政
に
参
画

し
て
い
た
だ
け
る
環
境
整
備
に
取
り

組
ん
で
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

平
成
２５
年
度
は
、
私
に
と
っ
て
市

政
二
期
目
の
本
格
的
な
始
動
の
年
度

と
な
り
、
今
ま
で
ご
提
示
し
て
ま
い

り
ま
し
た
諸
施
策
を
確
実
に
実
行
し

て
い
く
上
で
、
重
要
な
節
目
に
な
る

も
の
と
覚
悟
し
て
お
り
ま
す
。

議
員
並
び
に
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご

理
解
と
、
よ
り
一
層
の
ご

協
力
を
心
か
ら
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

市議会３月定例会●市長施政方針

開開館館２２００周周年年をを迎迎ええるる和和鋼鋼博博物物館館。。（（記記
念念特特別別展展「「中中国国地地方方のの名名刀刀展展」」はは、、
４４月月２２００日日～～５５月月３３１１日日にに開開催催ししまますす））

●
問
い
合
わ
せ
…
企
画
調
整
課
℡
２３‐

３
０
６
０

７



●問
母
里
交
流
セ
ン
タ
ー

℡
３７‐

０
２
２
５

旧
奥
野
邸
・
後
藤
邸
・
山
本
邸
な

ど
を
は
じ
め
、
歴
史
あ
る
旧
道
沿
い

の
家
並
み
を
彩
る
お
ひ
な
さ
ま
。
稚

児
・
武
者
行
列
が
ま
ち
を
歩
く
時
代

行
列
は
３１
日
１１
時
か
ら
。
は
く
た
文

化
学
習
館
に
も
展
示
し
ま
す
。

●問
観
光
協
会
広
瀬
支
部

℡
３２‐

３
３
５
７

約
１
０
０
軒
の
民
家
を
彩
る
ひ
な

人
形
。
旧
秦
邸
や
後
藤
邸
、
吉
田
酒

造
な
ど
、
趣
の
あ
る
会
場
も
魅
力
で

す
。
３１
日
１０
時
３０
分
か
ら
武
者
行
列

を
行
う
ほ
か
、
３１
日
と
１
日
は
広
瀬

絣
セ
ン
タ
ー
で
流
し
び
な
の
創
作
体

験
と
藍
染
め
体
験
コ
ー
ナ
ー
を
設

よ
ろ
い
か
ぶ
と

置
。
鎧
兜
の
館
で
は
手
作
り
鎧
か

ぶ
と
を
展
示
し
ま
す
。
主
会
場
は
広

瀬
町
民
会
館
（
兼
総
合
案
内
所
）
と

広
瀬
中
央
交
流
セ
ン
タ
ー
。

●問
布
部
交
流
セ
ン
タ
ー

℡
３６‐

０
０
０
１

布
部
本
町
通
り
の
家
々
と
、
布
部

交
流
セ
ン
タ
ー
、
加
納
美
術
館
に
お

ひ
な
さ
ま
が
飾
ら
れ
ま
す
。
加
納
美

術
館
で
は
お
抹
茶
サ
ー
ビ
ス
の
ほ

か
、
お
ひ
な
さ
ま
工
作
に
参
加
で
き

ま
す
。
３
日
１４
時
か
ら
子
ど
も
み
こ

し
が
本
町
通
り
を
練
り
歩
き
ま
す
。

●問
観
光
協
会
広
瀬
支
部

℡
３２‐

３
３
５
７

子
ど
も
の

健
や
か
な
成

長
を
願
い
、

富
田
橋
下
流

の
河
川
敷
で
ひ
な
流
し
な
が
行
わ
れ

ま
す
。
ど
な
た
で
も
ひ
な
流
し
を
し

て
い
た
だ
け
ま
す
。
申
込
不
要
。
流

し
び
な
は
、
一
つ
５
０
０
円
。
７
日

１２
時
３０
分
ま
で
に
会
場
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。

●問
㈲
フ
ォ
ト
文
具
い
ち
か
わ

℡
３２‐

２
４
１
６

期
間
内
、
各
地
区
の
ひ
な
ま
つ
り

と
富
田
の
ひ
な
流
し
を
対
象
と
し
た

作
品
を
募
集
し
ま
す
。
最
優
秀
賞
は

賞
状
と
賞
金
３
万
円
。
締
め
切
り
は

４
月
３０
日
㈫
。
参
加
無
料
。
運
営
は

尼
子
写
真
ク
ラ
ブ
。

Ｊ
Ｒ
安
来
駅
を
基
点
に
、
各
会
場

を
往
復
す
る
無
料
シ
ャ
ト
ル
バ
ス

（
２
路
線
）
を
運
行
し
ま
す
。

①
Ｊ
Ｒ
安
来
駅⇔

市
民
体
育
館
前⇔

母
里
交
流
セ
ン
タ
ー⇔

広
瀬
絣
セ
ン

タ
ー⇔

広
瀬
庁
舎

②
Ｊ
Ｒ
安
来
駅⇔

市
民
体
育
館
前⇔

広
瀬
絣
セ
ン
タ
ー⇔

広
瀬
庁
舎⇔

加

納
美
術
館⇔

布
部
郵
便
局

※
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
の
時
刻
は
、
安
来

市
観
光
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

城
下
町
母
里
の
お
ひ
な
ま
つ
り

白
椿
の
里
の
お
ひ
な
ま
つ
り

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

ややすすぎぎののひひななめめぐぐりり

日時…４月７日㈰ 13時～
●問い合わせ…安来市観光協会 ℡２３‐７６６７

・・尼尼子子のの里里ののおおひひななままつつりり（（広広瀬瀬～～下下山山佐佐地地区区））
・・白白椿椿のの里里ののおおひひななままつつりり（（布布部部地地区区））

かすり

・・尼尼子子のの里里富富田田ののひひなな流流しし（（広広瀬瀬絣絣セセンンタターー前前））

日時…３月 30日㈯～４月１日㈪ 10時～16 時

日時…３月 31日㈰～４月３日㈬ 10時～16 時

・・城城下下町町母母里里ののおおひひななままつつりり（（母母里里地地区区））

シ
ャ
ト
ル
バ
ス（
３
月
３１
日
の
み
）

尼
子
の
里
の
お
ひ
な
ま
つ
り

尼
子
の
里
富
田
の
ひ
な
流
し

８



▼
内
容
（
出
演
順
）
…
伯
太
中
学
校

吹
奏
楽
部
演
奏
、
一
宇
川
耕
士
一
行

に
よ
る
安
来
節
公
演
、
広
瀬
サ
ン
バ

チ
ー
ム
、六
子
・「
Ｓ
Ｏ
Ｗ
〜
想
創
」

コ
ラ
ボ
ラ
イ
ブ
、
芝
居
公
演
「
女
神

イ
ザ
ナ
ミ
」、
伯
太
太
鼓
演
奏
、
お

楽
し
み
抽
選
会
、六
子
ラ
イ
ブ
な
ど
。

地
元
の
特
産
品
販
売
・
飲
食
コ
ー

ナ
ー
、フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
出
店
。

人
気
の
ど
じ
ょ
う
す
く
い
コ
ー
ナ
ー

や
「
ゆ
る
キ
ャ
ラ
」
も
登
場
。

色
と
り
ど
り
の
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
を

楽
し
み
な
が
ら
、
そ
の
場
で
花
の
購

入
も
で
き
ま
す
。
ミ
ニ
電
車
コ
ー

ナ
ー
も
開
設
。

花
を
満
喫
し
な
が
ら
、
母
里
地
区

内
を
ぐ
る
り
と
一
周
す
る
４
・
２
キ

ロ
の
コ
ー
ス
。
参
加
無
料
。

▼
受
付
…
伯
太
中
央
交
流
セ
ン
タ
ー

（
わ
か
さ
会
館
）
９
時
４５
分
〜
１０
時

１５
分

▼
当
日
参
加
可
。

●問
安
来
市
商
工
会
伯
太
支
所

℡
３７‐

１
１
５
４

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
や
ス
イ
セ
ン
の
花

を
織
り
込
ん
だ
伯
太
の
風
景
を
テ
ー

マ
に
募
集
し
ま
す
。
最
優
秀
賞
は
賞

金
３
万
円
。
締
め
切
り
は
５
月
１５
日

㈬
。
参
加
無
料
。

会
場
周
辺
に
は
駐
車
ス
ペ
ー
ス
が

あ
り
ま
せ
ん
。
駐
車
場
は
母
里
小
学

校
・
㈲
ド
ゥ
ー
・
㈱
フ
ァ
デ
コ
・
い

き
い
き
の
郷
は
く
た
に
確
保
し
ま

す
。
道
路
沿
い
の
案
内
標
識
を
ご
覧

の
上
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

な
お
、
各
駐
車
場
・
Ｊ
Ｒ
安
来
駅

か
ら
会
場
ま
で
は
、
無
料
シ
ャ
ト
ル

バ
ス
を
運
行
し
ま
す
。

●問
安
来
市
観
光
協
会

℡
２３‐

７
６
６
７

５
０
０
本
の
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
に
染

ま
る
社
日
の
丘
に
は
、
期
間
中
、
ボ

ン
ボ
リ
が
点
灯
。
舞
台
で
は
安
来
節

の
公
演
も
行
わ
れ
ま
す
。観
覧
無
料
。

▼
４
月
６
日
㈯
〜
４
月
１４
日
㈰
、
安

来
節
公
演
は
平
日
１９
時
〜
（
土
日
は

１３
・
１５
・
１９
時
〜
※
７
日
㈰
は
、
お

糸
ま
つ
り
の
た
め
１３
時
か
ら
の
公
演

は
あ
り
ま
せ
ん
）

▼
ボ
ン
ボ
リ
点

灯
期
間
…
３
月
２９
日
㈯
〜
４
月
１４
日

㈰
１８
時
〜
２２
時
。

▼
駐
車
場
は
、
市
民
体
育
館
裏
側
第

２
駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●問
安
来
節
保
存
会℡

２８‐

９
９
８
８

安
来
節
家
元
初
代
渡
部
お
糸
を
し

の
び
、
追
善
供
養
と
安
来
節
の
披
露

が
行
わ
れ
ま
す
。
観
覧
無
料
。

▼
４
月
７
日
㈰
１０
時
〜
１２
時
ご
ろ

▼
駐
車
場
は
、
市
民
体
育
館
裏
側
第

２
駐
車
場
と
隣
接
の
日
立
記
念
病
院

職
員
駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●問
観
光
協
会
広
瀬
支
部

℡
３２‐

３
３
５
７

飯
梨
川
沿
い
で
は
ボ
ン
ボ
リ
を
点

灯
。
４
月
７
日
㈰
は
、
三
日
月
公
園

で
演
芸
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し

ま
す
。
観
覧
無
料
。

▼
ボ
ン
ボ
リ
点
灯
期
間
…
３
月
２９
日

㈮
〜
４
月
１５
日
㈪

▼
お
花
見
は
太

か
す
り

鼓
壇
か
ら
広
瀬
絣
セ
ン
タ
ー
お
よ
び

三
日
月
公
園
周
辺
。

日時…４月 14日㈰
10 時~16 時

会場…伯太庁舎周辺

●問い合わせ
伯太地域センター
℡２３‐３３００

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
ウ
オ
ー
ク

お
糸
ま
つ
り
（
安
来
公
園
）

ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

色鮮やかな約５５万本 春風に揺れる

安
来
公
園
桜
ま
つ
り
（
安
来
公
園
）

ひ
ろ
せ
桜
ま
つ
り

楽
し
さ
い
っ
ぱ
い
テ
ン
ト
村

駐
車
場
案
内
・
シ
ャ
ト
ル
バ
ス

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
畑

９



対
象
者

接
種
日
に
生
後
２

カ
月
か
ら
５
歳
未
満
の
人
。

接
種
回
数

１
回
目
の
接
種

を
し
た
月
齢
に
よ
り
回
数
は

異
な
り
ま
す
（
接
種
方
法
は

表
１
参
照
）。

接
種
料
金

対
象
者
は
無
料
。

接
種
場
所

市
内
医
療
機
関

（
表
３
参
照
）。予
約
の
上
、

接
種
し
て
く
だ
さ
い
。

※
乳
幼
児
期
に
、
死
亡
ま
た

は
重
篤
な
後
遺
症
を
残
す
こ

と
の
あ
る
、
ヒ
ブ
・
肺
炎
球

ず
い
ま
く

菌
に
よ
る
小
児
細
菌
性
髄
膜

炎
な
ど
の
予
防
の
た
め
、
生

後
２
カ
月
に
な
っ
た
ら
早
め

に
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
ま

し
ょ
う
。

※
す
で
に
接
種
が
完
了
し
て

い
る
人
は
、
新
た
に
接
種
す

る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
接

種
が
完
了
し
て
い
な
い
人

は
、
母
子
健
康
手
帳
を
確
認

の
上
、
残
り
の
回
数
を
接
種

し
て
く
だ
さ
い
。

接種回数および接種間隔

４回接種
27 日（医師が認める場合は 20 日）～56 日
の間隔で３回接種。その後、追加として 7カ
月～13 カ月後に１回接種。
３回接種
27 日（医師が認める場合は 20 日）～56 日
の間隔で２回接種。その後、追加として 7カ
月～13 カ月後に１回接種。

１回のみ接種

４回接種
27 日以上の間隔で３回接種（３回目の接種
は、生後 12 カ月を超えた場合は行わない）。
その後、追加として 60 日以上の間隔で１回
接種。（標準は生後 12 カ月～15 カ月）

３回接種
27 日以上の間隔で２回接種（２回目の接種
は、生後 12 カ月を超えた場合は行わない）。
その後、追加として 60 日以上の間隔で 1歳
になった後に 3回目を接種。

60日以上の間隔で2回接種

1回のみ接種

1回目の接種を
開始する年齢

生後2カ月～
7カ月未満

生後7カ月～
１歳未満

１歳～5歳未満

生後2カ月～
7カ月未満

生後7カ月～
１歳未満

1歳～2歳未満

2歳～5歳未満

種類

ヒ

ブ

小
児
用
肺
炎
球
菌

４４
月月
１１
日日
かか
らら

けけ
いい

ヒヒ
ブブ
・・
小小
児児
用用
肺肺
炎炎
球球
菌菌
・・
子子
宮宮
頸頸
がが
んん
の

予
防
接
種
が
定
期
接
種
に
な
り
ま
す

予
防
接
種
法
の
改
正
に
よ
り
、
平
成
２５
年
４
月
１
日
か
ら
ヒ
ブ
・
小
児
用
肺
炎
球
菌
・
子
宮
頸
が
ん
の
予
防
接
種

が
、「
任
意
接
種
」
か
ら
保
護
者
が
接
種
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
「
定
期
接
種
」
と
な
り
ま
す
。

接
種
月
齢
に
よ
り
接
種
時
期
や
回
数
が
異
な
り
ま
す
の
で
、
接
種
方
法
を
確
認
の
上
、
市
内
医
療
機
関
に
て
接
種
し

て
く
だ
さ
い
。

· · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · ·

· · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · ·

· · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · ·

· · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · ·

ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
・

小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

表１ ワクチンの接種方法（ヒブ、小児用肺炎球菌）
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対
象
者

小
学
校
６
年
生
か

ら
高
校
１
年
生
に
相
当
す
る

女
子
。

標
準
的
な
接
種
年
齢

中
学

校
１
年
生
。

接
種
回
数

３
回
（
接
種
方

法
は
表
２
参
照
）。

接
種
料
金

対
象
者
は
無
料
。

接
種
場
所

市
内
医
療
機
関

（
表
３
参
照
）。予
約
の
上
、

接
種
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
他

ワ
ク
チ
ン
は
、
２

種
類
あ
り
、
種
類
に
よ
っ
て

接
種
方
法
が
異
な
り
ま
す
。

必
ず
３
回
と
も
同
じ
ワ
ク

チ
ン
を
接
種
を
し
て
く
だ
さ

い
。

子
宮
頸
が
ん
は
、
子
宮
の

入
り
口
の
表
面
に
が
ん
が
で

き
る
病
気
で
す
。
国
内
で

は
、
年
間
約
８
千
５
百
人
が

発
症
（
内
、
約
２
千
５
百
人

が
死
亡
）
し
て
お
り
、
特
に

２０
代
や
３０
代
の
若
い
世
代
で

増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

症
状
は
、
初
期
段
階
で
は

ほ
と
ん
ど
な
く
、
自
覚
症
状

が
現
れ
る
こ
ろ
に
は
、
病
状

が
進
行
し
て
い
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

子
宮
頸
が
ん
は
、
予
防
接

種
で
ほ
と
ん
ど
を
未
然
に
防

ぐ
こ
と
が
可
能
で
、
発
症
し

て
も
早
期
で
あ
れ
ば
治
癒
し

ま
す
。
予
防
接
種
と
定
期
検

診
で
、
あ
な
た
の
体
を
子
宮

頸
が
ん
か
ら
守
り
ま
し
ょ
う
。

４
月
１
日
か
ら
、
Ｂ
Ｃ
Ｇ

予
防
接
種
の
接
種
対
象
月
齢

が
、「
生
後
１
歳
未
満
の
人
」

に
拡
大
さ
れ
ま
す
。（
現
行

は
生
後
６
カ
月
未
満
）

接
種
方
法
は
、
こ
れ
ま
で

と
同
じ
く
集
団
接
種
で
す
。

対
象
者

生
後
１
歳
未
満
の

人
（
１
歳
の
誕
生
日
の
前
々

日
ま
で
が
対
象
で
す
）

標
準
的
な
接
種
月
齢

生
後

５
カ
月
か
ら
８
カ
月
。

接
種
料
金

対
象
者
は
無
料
。

接
種
場
所

広
瀬
保
健
セ
ン

タ
ー
（
平
成
２５
年
６
月
か
ら

集
団
接
種
に
よ
り
毎
月
開
催

予
定
）。

※
対
象
月
齢
と
開
催
日
は
、

今
後
発
行
す
る
広
報
紙
や
平

成
２５
年
度
母
子
保
健
事
業
予

定
表
な
ど
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

子宮頸
がん予防
○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

小児用
肺炎球菌
○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

ヒブ

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

電話番号

22-2065

28-8635

23-1236

27-0888

22-2064

22-2486

22-1855

28-6688

22-1222

22-2525

32-2121

32-2436

32-2439

37-1046

37-1125

38-0634

医療機関名

吉岡病院

森脇医院

杉原医院

杉原医院大塚分院

吉田医院

渡部医院

麦谷内科クリニック

金藤内科小児科医院

杉原クリニック

野坂医院

安来市立病院

河村医院

朝山医院

村上医院

井尻診療所（常松医院）

赤屋診療所（常松医院）

接種回数および接種間隔

３回接種

１回目の接種後、ワクチンの種類ごとに１
カ月または 2カ月の間隔で２回目を接種。
1回目の接種後 6か月後に３回目を接種。

· · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · ·

表２ ワクチンの接種方法（子宮頸がん）

子
宮
頸
が
ん
は
若
い
人
に
多
い
病
気
で
す

け
い

子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン

ＢＢ
ＣＣ
ＧＧ
予予
防防
接接
種種
のの
対対
象象
年年
齢齢
がが
１１
歳歳
まま
でで
にに

表３ 予防接種ができる市内医療機関

●
問
い
合
わ
せ

子
ど
も
未
来
課
℡
２３‐

３
２
２
２
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１．人件費の状況（普通会計決算）

人件費率
（B／A）

％
１７．１

人件費（B）

千円
４，４３６，９２４

実質収支

千円
４２５，８０５

歳出額（A）

千円
２５，８９９，８８２

住民基本台帳人口
（平成 23 年度末現在）

人
４１，８８４

区 分

平成２３年度

２．職員給与費の状況（普通会計決算）

一人当たり
平均給与額
（B/A）

千円
５，７０９

給 与 費
計（B）
千円

２，７９１，８７８

期末勤勉
手当
千円

６７１，１８８

職員手当
千円

２５４，５５９

給 料
千円

１，８６６，１３１

職員数
（A）

人
４８９

区 分

平成２３年度

３．ラスパイレス指数の状況
（平成２４年４月１日現在）

全国市平均
１０６．９（９８．８）

安来市
１０５．０（９７．０）

５．一般行政職の初任給の状況
（平成２４年４月１日現在）

国
１７２，２００円
１４０，１００円

安来市
１５６，８００円
１３５，９００円

区 分
大学卒
高校卒

４．一般行政職の平均給料月額・平均年齢の状況
（平成２４年４月１日現在）

国

３０４，９４４円（３２９，９１７円）

３７２，９０６円（４０１，７８９円）

４２歳８月

安来市

３３１，６００円

３８０，５４０円

４３歳７月

区 分

平均給料月額

平均給与月額

平 均 年 齢

市
職
員
の
給
与
は
条
例
、
規
則
な
ど
で
定
め
ら
れ
て
お
り
、
給
与

に
は
、
基
本
給
と
し
て
の
給
料
と
扶
養
、
住
居
、
通
勤
手
当
や
民
間

の
賞
与
に
当
た
る
期
末
・
勤
勉
手
当
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

今
月
号
で
は
、
こ
れ
ら
の
給
与
な
ど
の
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※平成 24 年度給与実態調査に基づき算出しています。
※平均給料月額とは、職員の基本給の平均です。
※平均給与月額とは、給料月額と毎月支払われる諸手当
（扶養手当、住居手当）の合計額です。
※安来市は平成 19 年 4 月より 3％の給料カットを実施し
ています。
※（ ）内は参考値で、国家公務員の時
限的な（２年間）給与改定特例法によ
る措置が無いとした場合の値です。

職職員員のの給給与与・・定定員員管管理理ななどどのの状状況況
おお知知ららせせししまますす

※参考 平成 22 年度人件費率 18.1%
※人件費には、退職手当負担金を除き、特別職等に支給される給料報酬等を含んで
います。

※職員手当には、退職手当は含みません。
※職員数は、平成 23 年４月１日現在の人数です。

※ラスパイレス指数は、国家公務員の給与水準
を100とした場合の給与水準を示す指数です。
※（ ）内は参考値で、国家公務員の時限的な
（２年間）給与改定特例法による措置が無い
とした場合の値です。

※安来市は平成 19 年 4 月より３％の給料
カットを実施しています。
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こ
こ
に
掲
載

し
て
い
る
内
容

は
、
総
務
省
が

示
す
統
一
様
式
の
中
か
ら
抜
粋

し
た
も
の
で
す
。

よ
り
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て

は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公

開
し
て
い
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ

さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

人
事
課

℡
２３‐

３
０
２
１

６．職員手当の状況（一般会計職員）

国
勤勉手当
０．６７５月分
０．６７５月分
１．３５月分

職制上の段階、職務の
級による加算措置あり。

期末手当
１．２２５月分
１．３７５月分
２．６０月分

安来市
勤勉手当
０．６７５月分
０．６７５月分
１．３５月分

職制上の段階、職務の
級による加算措置あり。

期末手当
１．２２５月分
１．３７５月分
２．６０月分

区 分

６月期
１２月期
計

備 考

安来市
１３，０００円
１１，０００円
６，５００円

５，０００円

区 分
配 偶 者

配偶者がない場合の１人目
２人目以降

満 16 歳～満 22 歳の子 1人
についての加算額

月額 12,000 円を超える家賃
を支払っている者に対して
27,000 円を限度に支給。

借家居住者
交通機関等を利用して通勤する職員に対し
て１カ月あたりの運賃相当額 55,000 円を限
度に支給。
自動車等を使用して通勤する職員に対して
通勤距離区分により、月額 3,200 円から
22,400 円の範囲内で支給。

交通機関
利 用 者

交通用具
利 用 者

７．特別職の報酬等の状況 ８．職員数（部門別職員数）の状況
（平成２４年４月１日現在）

期末手当
（平成２３年度支給割合）

１．４０月分

１．４２月分

２．８２月分

１．４５月分

１．５０月分

２．９５月分

６月期

１２月期

計

６月期

１２月期

計

月 額

７１２，０００円

６９３，５００円

４００，７００円

３５８，９００円

３３２，８００円

区 分

市 長

副市長

議 長

副議長

議 員

給料

報酬

職員数（人）
増減
０

▲１
▲１
０

▲２
０

▲１
０

▲５
０
０

▲５
３
０
０
０
３

▲２

平成２４年
４
９３
２５
１０６
３１
２３
１１
３８
３３１
６７
８７
４８５
１９１
１９
１２
１６
２３８
７２３

平成２３年
４
９４
２６
１０６
３３
２３
１２
３８
３３６
６７
８７
４９０
１８８
１９
１２
１６
２３５
７２５

区 分
部 門

議 会
総 務
税 務
民 生
衛 生
農林水産
商 工
土 木
計

教 育
消 防

小計①
病 院
水 道
下水道
その他
小計②

合計（①＋②）

一
般
行
政

普

通

会

計

公
営
企
業
等
会
計

（4）通勤手当 （平成２４年４月１日現在）

（2）扶養手当 （平成２４年４月１日現在）

※職員数（教育長を含む）は、平成 24 年度地方公
共団体定員管理調査に基づいて算出しています。

※国と同じ。（金額は月額）

（1）期末・勤勉手当 （平成２３年度支給割合）

（3）住居手当 （平成２４年４月１日現在）

※市長 20％、副市長 5％、議員 3％の給料（報酬）
カットを実施しています。

※国と同じ。
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2 月 27 日、安来高校で安来節教室が開催され、
卒業を控えた３年生 156 人が、安来節の唄や銭太

すく

鼓、どじょう掬い踊りの基礎を学びました。
教室は、新たな世界に羽ばたく卒業生に、全国
に誇る郷土芸能「安来節」を身につけてほしいと、
30 年以上続く恒例行事。今回、男子生徒は初めて
踊りに挑戦し、豆絞りのかぶり方や衣装の着方な
どを教わった後、膝を曲げながら歩く独特の動作
を体験しました。
参加した加納達也さんは、「腰を落としながら歩
くのは難しかった。安来節は誇り。伝統を受け継
いでいきたい」と、笑顔で語りました。

収穫の最盛期を迎えた安来市特産のイチゴを
ＰＲする「やすぎのいちごフェア」（やすぎ農
協苺生産部会・安来農林振興協議会主催）が３
月２日、道の駅あらエッサで開催され、イベン
トを楽しむ人などでにぎわいました。

あきひめ

県内一の生産量を誇る安来産イチゴは、章姫
と紅ほっぺの２つの代表する品種があり、甘味
が強く香り高いのが特徴。会場には、地元の和
洋菓子店が安来産イチゴを使って開発した、プ
チケーキやだんごなどの新商品も登場し、イチ
ゴや関連商品を買い求める人など
で、長蛇の列ができていました。

踊りの大師範・増田惣市さんの指導で、どじょう
掬い踊りを楽しく学んだ男子生徒。

子どもたち４５人で約２００個の紅ほっぺを飾り付
け、縦１㍍横２㍍の巨大いちごケーキが完成。
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島田小学校と同幼稚園の地域支援者として活動す
る地区住民などが、学校支援のあり方や関わり方を
学ぶ、「地域支援スキルアップ講座」が２月 14 日、
島田交流センター（主催）で開催されました。
島田地区は、交流センターを中心に、地域が学校
と連携して子どもの学習を支援する先駆的な活動を
展開しており、一昨年は、延べ 400 人以上の支援者
が学校や幼稚園に出掛け、地域の伝統行事や歴史、
社会のルールなどを子どもたちに教えています。

けいじ

講座では、同校の小原啓嗣教諭が「地域が学校と
対等な立場でかかわることが、よりよい支援につな
がる」と、子どもの健全育成に果たす地域の役割の
大切さについて話しました。

市内の中学高校女子バレーボール部の技術向
上と中高連携の推進などを目的とした合同練習
会が３月３日、情報科学高校で行われました。
教室には、７校の部員や指導者ら約 70 人が参

かたらおしゅん

加。講師で島根県バレーボール協会の荊尾俊会
長から、レシーブの基本動作や、練習での心構
えとして、声を出し目標意識を常に持つことの
大切さを学んだほか、実践練習では、中学生と
高校生が試合形式で対戦しました。

り な

参加した伯太中学校２年の糸原莉奈さんは、
「レシーブの姿勢を良く（背筋を伸ばす）した
ら、低い球が拾えるようになった。高校生は一
つ一つのプレーがていねい」と振り返りました。

秘秘書書課課 ℡℡２２３３‐‐３３００１１００

ああんんななこことと、、ここんんななこことと
地地域域のの話話題題ををおお届届けけししまますす。。
皆皆ささままかかららのの情情報報もも、、

おお待待ちちししてていいまますす。。
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昨年 11 月に開催された、第 43 回
日本少年野球春季全国大会の山陰支
部予選で、中学硬式野球チームの安
来ゴールデンボーイズ（現在は「安
来ボーイズ」に名称変更）が優勝し、
全国大会（３月 26 日に首都圏で開
幕）への出場を決めました。
市内の中学生を中心に、硬式野球を志す１７人が所属する同チームは、予選で、４試合中２試合を
最終回に逆転する粘りの野球で勝ち上がり、創立６年目にして初めてとなる山陰制覇を成し遂げました。

あ と む

主将の岩田有夢さん（第一中学校２年）は、「キャプテンとしてチームを引っ張っていきたい。一
戦一戦を大事にして、全国大会でも勝ち上がりたい」と抱負を語りました。

男女の出会いや交流の場を提供し、安来の街を
盛り上げようと、市民有志が主催する街コン「安

こい
来で『飲ま恋』」が２月 13 日、ＪＲ安来駅周辺で
開催され、男女約 100 人が参加しました。
街コンは、提携する飲食店を制限時間内に巡り、
飲食を楽しみながら店内で出会った参加者との交
流を図る、街ぐるみで行う合コン。新たな地域活
性化の手段として、注目を集めています。
当日は、各店で趣向を凝らした交流ゲームなど
も企画され、参加者は、互いの共通の知人や趣味
などの話に花を咲かせていました。

上吉田町と広瀬町富田を結ぶ安能トンネル（来
年６月 供用開始予定）の貫通を記念して２月 16
日、地元吉田地区の児童 19 人がトンネル内の壁面
に絵を描く、「メモリアル落書き」が行われました。
イベントは、広瀬町側の出口付近で行われ、防
水シートをキャンパスに、子どもたちが赤や青、
黄色などのマーカーを使い、アニメのキャラクター
や動物などをお絵かき。可愛らしいイラストが壁

あ ゆ か

一面を覆いました。参加した伊藤杏夕花さん（南
小１年）は、「こんなに広い場所に書くのは初めて」
と嬉しそうに話しました。

安能トンネル（１．２７キロ）は、伯太町東母里と
広瀬町富田を結ぶ安能広域農道（島根県主体で
整備中）の一部です。（トンネル完成時には、
絵は見えなくなります）
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新新着着図図書書紹紹介介

一瞬に生きる 小久保裕紀
人質 佐々木譲
欠落 今野 敏
あん ドリアン助川
冬芽の人 大沢在昌
ハピネス 桐野夏生
いちばん長い夜に 乃南アサ
黄金の庭 髙橋陽子
〈お子さんのほん〉
南極大陸のふしぎ 武田康男
もっと生きたい！ 池田まき子
ともだちはわに 村上しいこ

あい 永遠に在り 高田 郁
モンスター 百田尚樹
エンジェルフライト 佐々涼子
神と語って夢ならず 松本侑子
美しい収納術 マガジンハウス
かるしおレシピ

国立循環器病研究センター
〈お子さんのほん〉
鉄は魔法つかい 畠山重篤
おひさまやのおへんじシール

茂市久美子
おかあさんだもの 松成真理子

大奥秘聞 植松三十里
ガッツン！ 伊集院静
山あり愛あり 佐川光晴
家族往来 森 浩美
キミトピア 舞城王太郎
月の魔法 川上健一
ちょうちんそで 江国香織
望郷 湊かなえ
〈お子さんのほん〉
かがやいてる 草場一寿
おれはワニだぜ 渡辺有一
じどうしゃ 若山 憲
どどのろう 穂高順也

℡３７－００５０

●そのほかの新着図書情報は…http : //www.city.yasugi.shimane.jp/tosyo/

図図書書のの巡巡回回貸貸しし出出ししをを行行っってていいまますす

閉館時刻変更のお知らせ（４月１日から、平日の閉館時刻が変わります）

申込書を安来市立図書館に提出してください。
※申込書は、安来市立図書館、ひろせ・はくた各図書室にあります。

●安来市立図書館…19 時から 20 時に変更します。
●はくた図書室 …18 時から 19 時に変更します。

●申し込み・問い合わせ…安来市立図書館 ℡２２‐２５７４

平成２５年度の巡回施設募集中（随時受付）

・図書（一般書、児童書、絵本）…３０冊（１セット）
・紙芝居…１０冊（１セット）
※貸出図書の内容やセット数などは、相談に応じます。

市民の皆さんが、市内の施設を利用する際にあわせて図書に触
れていただく機会を提供するため、ご協力いただける施設を募集
しています。申し込みのあった施設には、巡回による図書の貸し
出しを行っています。ぜひ、ご利用ください。

貸出冊数（セット単位での申し込みとなります）

℡３２－４４５５

１～３カ月ごとに巡回。（期間は平成２５年度中）
※年度ごとに申し込みを受け付けています。

市内の施設（企業・団体などを含む）

図書館からのお知らせ

℡２２－２５７４

施施設設利利用用者者へへのの
図図書書のの提提供供にに
ごご協協力力くくだだささいい

対象施設
巡回方法

申込方法
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平
成
２５
年
度
土
地
・
家
屋
価
格

等
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧

●問
税
務
課
固
定
資
産
税
セ
ク
シ

ョ
ン
℡
２３‐

３
０
５
１

納
税
者
（
代
理
人
を
含
む
）

の
皆
さ
ん
が
、
自
己
資
産
の
価

格
を
市
内
の
ほ
か
の
土
地
や
家

屋
と
比
較
で
き
る
制
度
で
す
。

縦
覧
期
間

４
月
１
日
㈪
〜
５

月
３１
日
㈮
８
時
３０
分
〜
１７
時
１５

分
（
土
日
・
祝
日
を
除
く
）

縦
覧
場
所

税
務
課
（
安
来
●庁

向
か
い
の
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ビ
ル
別
棟
）

持
ち
物

運
転
免
許
証
な
ど
の

本
人
確
認
が
で
き
る
証
明
書
類

（
代
理
人
の
場
合
は
、
委
任
状

が
必
要
で
す
）

そ
の
他

納
税
者
の
皆
さ
ん
に
、

平
成
２５
年
度
固
定
資
産
の
課
税

内
容
を
把
握
し
て
い
た
だ
く
た

め
、
「
課
税
明
細
書
」
を
４
月

中
旬
に
お
送
り
し
ま
す
。

７０
歳
〜
７４
歳
の
国
保
加
入
者
が

支
払
う
医
療
費
等
の
窓
口
負
担

は
引
き
続
き
１
割
で
す

●問
保
険
年
金
課
℡
２３‐

３
０
８
７

国
民
健
康
保
険
に
加
入
す
る

７０
歳
か
ら
７４
歳
ま
で
の
人
（
高

齢
受
給
者
証
の
資
格
者
）
が
、

医
療
機
関
等
の
窓
口
で
支
払
う

医
療
費
等
の
負
担
割
合
は
、
４

月
か
ら
「
２
割
」
へ
の
見
直
し

が
予
定
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

引
き
続
き
平
成
２６
年
３
月
３１
日

ま
で
の
１
年
間
、
「
１
割
」
の

負
担
に
据
え
置
か
れ
ま
す
。

そ
の
他

▽
負
担
割
合
が
「
３

割
」
の
人
お
よ
び
、
障
が
い
に

よ
り
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に

加
入
さ
れ
て
い
る
人
を
除
き
ま

す
。

▽
新
し
い
高
齢
受
給
者
証
を
３

月
中
に
お
送
り
し
ま
す
。
４
月

以
降
は
、
新
し
い
受
給
者
証
を

ご
使
用
く
だ
さ
い
。
※
現
在
お

持
ち
の
受
給
者
証
は
、
証
書
の

一
部
負
担
割
合
の
欄
に
、
「
２

割
（
平
成
２５
年
３
月
３１
日
ま
で

は
１
割
）
」
と
記
載
し
て
あ
り

ま
す
。

国
民
年
金
保
険
料
の
学
生
納
付

特
例

●問
保
険
年
金
課
℡
２３‐

３
０
８
６

・
松
江
年
金
事
務
所

℡
０
８
５
２‐

２３‐

９
５
４
２

学
生
の
国
民
年
金
保
険
料
の

納
付
が
１０
年
間
猶
予
さ
れ
る
制

度
で
す
。
利
用
さ
れ
る
人
は
、

年
度
ご
と
に
手
続
き
が
必
要
で

す
。

受
付
期
間

▽
平
成
２４
年
度
（
平
成
２４
年
４

月
分
〜
平
成
２５
年
３
月
分
）
…

４
月
３０
日
㈫
ま
で
受
付
中
。

▽
平
成
２５
年
度
（
平
成
２５
年
４

月
分
〜
平
成
２６
年
３
月
分
）
…

４
月
１
日
㈪
よ
り
受
付
開
始
。

受
付
場
所

保
険
年
金
課
（
安

来
●庁
③
窓
口
）
、
広
瀬
・
伯
太

各
●地
（
広
瀬
・
伯
太
各
●庁
）
、

松
江
年
金
事
務
所
国
民
年
金
課

（
松
江
市
東
朝
日
町
）

必
要
書
類

年
金
手
帳
、印
鑑
、

在
学
証
明
書
ま
た
は
学
生
証
の

コ
ピ
ー
。

そ
の
他

平
成
２５
年
１
月
１
日

以
降
に
転
入
さ
れ
た
人
は
、
別

途
手
続
き
が
必
要
で
す
。
申
請

の
際
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

任
期
満
了
に
よ
る
安
来
市
議
会

議
員
一
般
選
挙
の
日
程
が
決
ま

り
ま
し
た

●問
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

℡
２３‐

３
１
３
５

告
示
日

平
成
２５
年
１０
月
２０
日

㈰投
票
日

平
成
２５
年
１０
月
２７
日

㈰立
候
補
予
定
者
説
明
会

９
月

中
を
予
定
。
詳
し
く
は
、
広
報

紙
９
月
号
（
８
月
２０
日
発
行
）

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

２．全ての座席のシートベルトと
チャイルドシートの正しい着用の徹底

（特に、「自転車安全利用五則」の順守）
【自転車安全利用五則】
①自転車は車道が原則、歩道は例外。
②車道は左側を通行。
③歩道は歩行者優先で、車道寄りを徐行。
④安全ルールを守る。
・飲酒運転・二人乗り・並進の禁止
・夜間はライトを点灯
・交差点での信号遵守と一時停止・安全確認
⑤子どもはヘルメットを着用。

運動の基本は子どもと高齢者の交通事故防止

４４月月６６日日㈯㈯
～～１１５５日日㈪㈪

―運動期間―

●問市民参画課 ℡２３‐３０６９

春の全国
交通安全運動

１．自転車の安全利用の推進

一人一人が交通ルールと
マナーを守り、交通事故を
起こさないよう努めましょう。

３．飲酒運転の根絶
４．横断歩行者の保護

■運動の重点

行行

政政
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太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置
費

の
補
助（
住
宅
用
・
事
業
所
用
）

●申
●問
環
境
衛
生
課

℡
２３‐

３
０
９
８

環
境
へ
の
負
荷
の
少
な
い
自

然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
促
進
を

図
る
た
め
、
設
置
費
用
の
一
部

を
補
助
し
ま
す
。
（
市
議
会
３

月
定
例
会
で
平
成
２５
年
度
予
算

の
議
決
が
必
要
と
な
り
ま
す
）

申
請
受
付

４
月
２５
日
㈭
か
ら

そ
の
他

▽
詳
し
く
は
、
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
環
境
衛

生
課
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置
指

定
登
録
店
の
受
け
付
け

●申
●問
環
境
衛
生
課

℡
２３‐

３
０
９
８

申
請
受
付

４
月
１
日
㈪
か
ら

そ
の
他

▽
詳
し
く
は
、
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
環
境
衛

生
課
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

煙
霧
消
毒
の
受
付

●問
環
境
衛
生
課
℡
２３‐

３
１
０
０

地
域
に
よ
り
手
続
き
が
異
な

り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
安
来
地
域
・
伯
太
地
域
（
煙

霧
消
毒
機
の
貸
し
出
し
）

●申
環
境
衛
生
課

貸
出
期
間

５
月
１１
日
㈯
〜
１０

月
２７
日
㈰
（
月
金
を
除
く
）

申
込
期
間

▽
４
月
８
日
㈪
８

時
か
ら
窓
口
受
付
開
始
。

▽
４
月
９
日
㈫
か
ら
電
話
で
随

時
受
付
（
８
時
３０
分
〜
１７
時
１５

分
）
。

申
し
込
み
に
必
要
な
事
項

①
自
治
会
名（
ま
た
は
個
人
名
）

②
希
望
日(

午
前
・
午
後
の
別)

③
エ
ン
ジ
ン
式
・
電
気
式
の
別

④
使
用
台
数

⑤
実
施
戸
数

そ
の
他

台
数
に
制
限
が
あ
る

た
め
、
申
込
状
況
に
よ
り
希
望

に
添
え
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
広
瀬
地
域
（
事
業
者
に
よ
る

煙
霧
消
毒
の
実
施
）

●申
広
瀬
●地
ま
た
は
山
佐
・
布
部・

比
田
各
出
張
所
、
環
境
衛
生
課

※
自
治
会
ご
と
に
と
り
ま
と
め

の
上
、お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

実
施
期
間

５
月
２７
日
㈪
〜
６

月
８
日
㈯

申
込
期
間

４
月
９
日
㈫
〜
４

月
１９
日
㈮

料
金

１
軒
当
た
り
１
２
０
０

円
（
薬
剤
・
燃
料
費
を
含
む
）

そ
の
他

煙
霧
消
毒
機
の
貸
し

出
し
を
希
望
す
る
場
合
は
、
環

境
衛
生
課
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●問
環
境
衛
生
課
℡
２３‐

３
０
９
８

狂
犬
病
予
防

法
に
よ
り
、
イ

ヌ
は
生
涯
に
１

回
の
登
録
と
、

生
後
９１
日
以
上

の
イ
ヌ
は
年
１
回
の
狂
犬
病
予

防
注
射
を
受
け
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

料
金
（
１
匹
当
た
り
）

▽
予
防
注
射
…
２
９
５
０
円
。

▽
登
録
…
３
０
０
０
円
（
未
登

録
の
場
合
）
。

接
種
方
法

以
下
の
日
程
表
か

ら
ご
都
合
の
良
い
場
所
に
、
市

か
ら
郵
送
し
た
ハ
ガ
キ
を
お
持

ち
の
上
、
必
ず
イ
ヌ
を
制
御
で

き
る
人
が
お
連
れ
く
だ
さ
い
。

（
印
鑑
は
不
要
で
す
）

イ
ヌ
の
登
録

未
登
録
の
イ
ヌ

は
、
予
防
注
射
の
会
場
で
登
録

を
受
け
付
け
ま
す
。

そ
の
他

▽
ご
都
合
が
つ
か
な

い
場
合
は
、
市
内
の
動
物
病
院

で
注
射
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す

▽
イ
ヌ
が
死
亡
ま
た
は

行
方
不
明
と
な
っ
た
場
合
や
、

イ
ヌ
の
所
有
者
が
住
所
を
変
更

し
た
場
合
、
イ
ヌ
を
他
人
に
譲

渡
し
た
場
合
は
、
環
境
衛
生
課

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

期

日

時

間

場

所

４
月
２２
日
㈪

９
時
１０
分
〜
１０
時
００
分

元
農
協
切
川
代
理
所

１０
時
１０
分
〜
１０
時
４０
分

赤
崎
公
会
堂

１０
時
５０
分
〜
１１
時
１５
分

能
義
●交

１３
時
２０
分
〜
１４
時
００
分

宇
賀
荘
●交

１４
時
１０
分
〜
１４
時
４０
分

元
農
協
折
坂
倉
庫

１４
時
５０
分
〜
１５
時
２０
分

大
塚
●交

４
月
２３
日
㈫

９
時
１０
分
〜
９
時
４０
分

運
動
公
園
佐
久
保
側
入
口

１０
時
００
分
〜
１０
時
３０
分

十
神
山
公
園
駐
車
場

（
向
陽
寺
横
）

１０
時
５０
分
〜
１１
時
１０
分

福
井
集
落
セ
ン
タ
ー

１３
時
３０
分
〜
１３
時
４５
分

細
井
公
民
館

１３
時
５５
分
〜
１４
時
２５
分

元
農
協
島
田
代
理
所

１４
時
３５
分
〜
１４
時
５０
分

門
生
公
会
堂

１５
時
００
分
〜
１５
時
３０
分

吉
佐
公
民
館

４
月
２５
日
㈭

９
時
１０
分
〜
９
時
４０
分

論
田
公
会
堂

９
時
５０
分
〜
１０
時
２０
分

上
荒
島
公
会
堂

１０
時
３０
分
〜
１１
時
００
分

元
農
協
荒
島
代
理
所

１３
時
３０
分
〜
１４
時
００
分

赤
江
●交

１４
時
１５
分
〜
１４
時
４５
分

神
塚
公
会
堂

１５
時
００
分
〜
１５
時
３０
分

西
中
津
公
会
堂

４
月
２６
日
㈮

９
時
３０
分
〜
１０
時
２０
分

飯
梨
●交

１０
時
４５
分
〜
１１
時
１５
分

吉
田
●交

４
月
２７
日
㈯

９
時
３０
分
〜
１１
時
００
分

安
来
●庁

（
中
庭
駐
車
場
）

４
月
２８
日
㈰

狂
犬
病
予
防
注
射
と
イ
ヌ
の
登
録
●
狂
犬
病
予
防
注
射
日
程
表
（
安
来
地
域
）

※
広
瀬
・
伯
太
地
域
の
日
程
は
、来
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●庁…庁舎 ●健…保健センター ●申…申し込み
●地…地域センター ●交…交流センター ●問…問い合わせ
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消
防
団
協
力
事
業
所
の
認
定

●申
●問
消
防
本
部
消
防
総
務
課

℡
２３‐

３
４
１
０

市
で
は
、
消
防
団
に
在
籍
す

る
団
員
が
多
数
勤
務
す
る
事
業

所
や
、
消
防
団
活
動
に
積
極
的

に
協
力
・
配
慮
し
て
い
る
事
業

所
な
ど
を
消
防
団
協
力
事
業
所

と
し
て
認
定
し
、
そ
の
証
と
し

て
表
示
証
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

認
定
を
受
け
る
と
、
自
社
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
表
示
証
を
公

表
で
き
る
な
ど
、
事
業
所
の
イ

メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
図
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

詳
し
く
は
、
消
防
総
務
課
ま

で
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

危
険
物
取
扱
者
試
験
（
甲
種
・

乙
種
全
類
・
丙
種
）

●申
●問
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー

島
根
県
支
部

℡
０
８
５
２‐

２７‐

５
８
１
９

期
日

６
月
１６
日
㈰

場
所

松
江
市
ほ
か

受
付
期
間

４
月
１６
日
㈫
〜
４

月
３０
日
㈫
（
電
子
申
請
は
４
月

１３
日
㈯
〜
４
月
２７
日
㈯
）

そ
の
他

受
験
願
書
は
、
安
来

市
消
防
本
部
、
広
瀬
・
伯
太
各

分
署
、
比
田
分
駐
所
に
設
置
。

危
険
物
取
扱
者
試
験
準
備
講
習

会
（
乙
種
第
４
類
の
み
）

●問
島
根
県
危
険
物
保
安
協
会
連

合
会℡

０
８
５
２‐

２２‐

６
７
５
２

期
日

５
月
９
日
㈭
・
１０
日
㈮

場
所

テ
ク
ノ
ア
ー
ク
し
ま
ね

（
松
江
市
北
陵
町
）

そ
の
他

開
催
案
内
は
、
安
来

市
消
防
本
部
、
広
瀬
・
伯
太
各

分
署
、
比
田
分
駐
所
に
設
置
。

す
べ
て
の
特
急
「
や
く
も
」
が

安
来
駅
に
停
車
し
ま
す
（
Ｊ
Ｒ

西
日
本
春
の
ダ
イ
ヤ
改
正
）

●問
Ｊ
Ｒ
安
来
駅
℡
２２‐

２
０
５
５

３
月
１６
日
㈯
の
春
の
ダ
イ
ヤ

改
正
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
安
来

駅
を
通
過
し
て
い
た
特
急
「
や

く
も
１
号
」
「
や
く
も
３０
号
」

が
停
車
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
、
す
べ
て
の

「
や
く
も
」
が
安
来
駅
に
停
車

と
な
り
、
ビ
ジ
ネ
ス
・
観
光
な

ど
の
ご
利
用
が
ま
す
ま
す
便
利

に
な
り
ま
し
た
。
ぜ
ひ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

Ｂ（６０人乗り）

１台

車内両側窓上
額面

８枠

縦 36.4 cm×横 51.5 cm
※Ｂ３サイズ相当

紙などで作成した広告を車内の
広告枠に差し込む（広告は広告
主が用意）

１カ月単位で最長 12 カ月

月額 1,000 円（複数枠の申込可）

Ａ（３３人乗り）

２台

車内片側窓上
額面

５枠

バスのタイプ

台 数

掲載位置

枠数（１台当たり）

広告枠の大きさ
（大きさは上限）

掲載方法

掲載期間

掲載料（１枠当たり）

４月１日㈪～４月 30 日㈫必着
※募集枠数に達しない場合は、募集期間終
了後も随時受け付けます。
市が定める要綱などに基づき審査・決定し
ます。（募集数を超える場合は抽選）

安来市広域生活バス（通称「イエロー
バス」）の車内に、広告を掲載する事
業者を募集します。

安来市広域生活バス（イエローバス）

●申●問市民参画課 ℡２３‐３０６９

車内広告の募集

市内に本・支店を置く
民間事業者。
※広告代理店も可。
申込書に必要書類を
添え市民参画課（安来
中央●交）に提出。
※郵送可。

募集対象

申込方法

募集期間

決定方法

広告概要

・㈲中田建設
・㈱コンドウ
・山陰温調工業㈱

安来営業所
・㈱伯水工務店
・アクアシステム㈱（※）
・㈱大島工務所（※）
・安来運送㈱（※）

※…新規に認定
した事業所。

市内の認定事業所
（届出順）

市町村が交付する
表示証

２０



新
し
い
津
波
警
報
が
ス
タ
ー
ト

●問
松
江
気
象
台
防
災
業
務
課

℡
０
８
５
２‐

２２‐

３
７
８
４

気
象
庁
で
は
、
３
月
７
日
か

ら
、
改
善
し
た
津
波
警
報
の
運

用
を
開
始
し
ま
し
た
。

新
し
い
津
波
警
報
で
は
、
巨

大
地
震
が
発
生
し
た
と
き
、
予・

想
さ
れ
る
津
波
の
高
さ
を
「
巨

・

・
・

大
」
「
高
い
」
と
い
う
言
葉
を

用
い
て
発
表
し
ま
す
の
で
、
最

大
限
の
避
難
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

詳
し
く
は
、
気
象
庁
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●●
「
強
い
揺
れ
」
「
長
く
ゆ
っ

く
り
と
し
た
揺
れ
」
を
感
じ
た

ら
す
ぐ
に
避
難
を
し
ま
し
ょ
う

津
波
警
報

な
ど
を
見
聞

き
し
た
場
合
、

直
ち
に
安
全
な
場
所

（
高
台
や
避
難
ビ
ル
な
ど
）
へ

避
難
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
が
、

・
・
・
・

・
・
・
・

海
岸
付
近
で
「
強
い
揺
れ
」
や

・
・
・
・
・

「
（
弱
く
て
も
）
長
く
ゆ
っ
く

・
・
・
・
・
・

り
と
し
た
揺
れ
」
を
感
じ
た
場

合
も
、
直
ち
に
そ
の
場
所
か
ら

離
れ
て
、
安
全
な
場
所
へ
避
難

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

い
ざ
と
い
う
と
き
は
、
自
ら

の
判
断
で
安
全
な
場
所
へ
避
難

し
て
、命
を
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

乳
幼
児
健
診

●問
子
ど
も
未
来
課

℡
２３‐

３
２
２
２

※※
時
間
は
受
付
時
間
で
す
。

●●
４
か
月
児
健
診

日
時
・
場
所

４
月
１１
日
㈭
１３

時
〜
１３
時
４５
分
、
広
瀬
●健

対
象

平
成
２４
年
１１
月
生
ま
れ

の
お
子
さ
ん
。

持
ち
物

母
子
健
康
手
帳
、
ア

ン
ケ
ー
ト
。

●●
９
か
月
児
健
診

日
時
・
場
所

４
月
１１
日
㈭
９

時
〜
９
時
４５
分
、
広
瀬
●健

対
象

平
成
２４
年
６
月
生
ま
れ

の
お
子
さ
ん
。

持
ち
物

母
子
健
康
手
帳
。

●●
１
歳
６
か
月
児
健
診

日
時
・
場
所

４
月
２５
日
㈭
９

時
〜
９
時
４５
分
、
伯
太
●健

対
象

平
成
２３
年
９
月
生
ま
れ

の
お
子
さ
ん
。

持
ち
物

母
子
健
康
手
帳
、
ア

ン
ケ
ー
ト
、仕
上
げ
用
歯
ブ
ラ
シ
。

●●
３
歳
児
健
診

日
時
・
場
所

４
月
２５
日
㈭
１３

時
〜
１３
時
４５
分
、
伯
太
●健

対
象

平
成
２２
年
１
月
生
ま
れ

の
お
子
さ
ん
。

持
ち
物

母
子
健
康
手
帳
、
ア

ン
ケ
ー
ト
、
子
ど
も
用
歯
ブ
ラ

シ
、
当
日
朝
の
尿
。

麻
し
ん
風
し
ん
混
合
予
防
接
種

●問
子
ど
も
未
来
課

℡
２３‐

３
２
２
２

早
く
免
疫
を
つ
け
る
た
め
に

も
、
４
月
か
ら
６
月
ま
で
の
間

に
接
種
し
ま
し
ょ
う
。

対
象

▽
２
期
…
平
成
１９
年
４

月
２
日
〜
平
成
２０
年
４
月
１
日

生
ま
れ
の
お
子
さ
ん
（
幼
稚
園

・
保
育
所
の
年
長
児
に
相
当
）

接
種
期
間

４
月
１
日
〜
平
成

２６
年
３
月
３１
日

そ
の
他

▽
接
種
期
間
内
は
無

料

▽
対
象
者
に
は
個
別
に
ご

案
内
し
ま
す

▽
麻
し
ん
、
風

し
ん
の
両
方
に
か
か
っ
た
人

は
、
接
種
す
る
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
。
（
ど
ち
ら
か
一
方
に
か

か
っ
た
人
は
、
今
回
の
混
合
接

種
を
お
勧
め
し
ま
す
）

離
乳
食
教
室
（
要
申
込
）

●問
子
ど
も
未
来
課

℡
２３‐

３
２
２
２

日
時

４
月
２３
日
㈫

▽
５
〜
６
カ
月
児
…
９
時
４５
分

〜
１０
時
（
受
付
時
間
）

▽
９
〜
１１
カ
月
児
…
１３
時
３０
分

〜
１３
時
４５
分
（
受
付
時
間
）

場
所

広
瀬
●健

申
込
期
限

４
月
１９
日
㈮

持
ち
物

母
子
健
康
手
帳
、
冊

子
「
離
乳
食
の
進
め
方
」
（
４

か
月
児
健
診
時
に
配
布
）
、
参

加
費
１
０
０
円
、
お
て
ふ
き
。

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

「
お
母
さ
ん
の
た
め
の
自
力
整

体
」
（
要
申
込
・
託
児
あ
り
）

●申
●問
子
ど
も
未
来
課

℡
２３‐

３
２
２
２

育
児
で
体
が
疲
れ
て
い
る
お

母
さ
ん
に
気
分
を
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

日
時
・
場
所

４
月
２４
日
㈬
１０

時
３０
分
〜
１１
時
３０
分
、
広
瀬
●健

は
ら
ぺ
こ
ら
い
お
ん
の
手
遊

び
・
歌
遊
び

●問
子
ど
も
未
来
課

℡
２３‐

３
２
２
２

保
育
士
学
生
で
結
成
し
た

「
は
ら
ぺ
こ
ら
い
お
ん
」
と
一

緒
に
、
親
子
で
手
遊
び
・
歌
遊

び
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

日
時
・
場
所

４
月
３
日
㈬
１０

時
３０
分
〜
１１
時
、
広
瀬
●健

太
極
拳
無
料
体
験
教
室

４
月
に
１
カ
月
間
の
無
料
体

験
教
室
を
実
施
し
ま
す
。
気
軽

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
・
場
所
・
●問

●●
安
来

▽
金
曜
日
１３
時
〜
１４

時
３０
分
、
安
来
中
央
●交
、
幡
田

公
代
（
℡
２２‐

０
３
２
０
）

▽
木
曜
日
１９
時
３０
分
〜
２１
時
、

安
来
中
央
●交
、
中
野
吟
子
（
℡

２２‐

４
６
３
６
）

▽
土
曜
日
９
時
３０
分
〜
１１
時
、

安
来
市
民
体
育
館
、為
国
勝（
℡

３７‐

０
４
２
６
）

●●
広
瀬

水
曜
日
２０
時
１５
分
〜

２１
時
４５
分
・
金
曜
日
９
時
３０
分

〜
１１
時
、
広
瀬
中
央
●交
、
吉
田

通
子
（
℡
０
９
０‐

４
８
０
２

‐

２
２
７
９
）

●●
伯
太

月
曜
日
１９
時
４５
分
〜

２１
時
１５
分
、
は
く
た
文
化
学
習

館
、
西
奥
浩
子
（
℡
３７‐

１
０

１
９
）

●●
荒
島

木
曜
日
１０
時
〜
１１
時

３０
分
、
荒
島
●交
、
池
田
満
喜
子

（
℡
２８‐

７
６
４
３
）

保保

健健

教教
室室
・・
講講
座座

●庁…庁舎 ●健…保健センター ●申…申し込み
●地…地域センター ●交…交流センター ●問…問い合わせ
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安
来
市
学
習
訓
練
セ
ン
タ
ー

パ
ソ
コ
ン
講
習
会
・
講
座
な
ど

●申
●問
安
来
市
学
習
訓
練
セ
ン
タ
ー

℡
２３‐

１
７
５
０

※
い
ず
れ
も
同
セ
ン
タ
ー
を
会

場
に
開
催
し
ま
す
。

●
パ
ソ
コ
ン
な
ん
で
も
相
談
日

ち
ょ
っ
と
聞
き
た
い
小
さ
な

疑
問
の
解
決
方
法
教
え
ま
す
。

操
作
全
般
の
質
問
も
対
応
可
。

日
時

４
月
８
日
㈪
・
１５
日
㈪
・

２２
日
㈪
１０
時
〜
１２
時

受
講
料

１
回
５
０
０
円
。

そ
の
他

▽
パ
ソ
コ
ン
持
込
可

▽
申
込
不
要
。

●●
パ
ソ
コ
ン
個
人
指
導

分
か
ら
な
い
こ
と
が
マ
ン

ツ
ー
マ
ン
で
集
中
的
に
学
べ
、

自
分
の
ペ
ー
ス
で
進
め
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。（
１
回
２
時
間
）

受
講
料

１
回
３
０
０
０
円
。

そ
の
他

▽
受
講
日
時
は
事
前

に
ご
相
談
く
だ
さ
い

▽
パ
ソ

コ
ン
、デ
ジ
カ
メ
な
ど
持
込
可
。

●●
パ
ソ
コ
ン
教
室
「
ワ
ー
ド
初

級
コ
ー
ス
」
（
オ
フ
ィ
ス
２
０

１
０
・
ウ
イ
ン
ド
ウ
ズ
７
対
応
）

日
時

４
月
１８
日
㈭
・
１９
日
㈮
・

２５
日
㈭
・
２６
日
㈮
（
４
日
間
）
、

９
時
３０
分
〜
１２
時
３０
分

受
講
料

５
０
０
０
円
（
テ
キ

ス
ト
代
別
途
１
０
０
０
円
）
。

そ
の
他

一
人
で
入
力
で
き
る

人
が
対
象

▽
定
員
１５
人
（
５

人
以
上
で
開
講
）

▽
要
申
込

▽
パ
ソ
コ
ン
の
持
込
不
要
。

●●
職
業
訓
練
受
講
生
募
集

（
Ⅰ
Ｔ
事
務
実
践
科
）

再
就
職
に
向
け
て
パ
ソ
コ
ン

技
能
・
応
用
力
の
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
が
目
標
で
す
。

期
間

５
月
１
日
〜
７
月
２６
日

（
原
則
、土
日
・
祝
日
を
除
く
）

対
象

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
所
長
の

受
講
指
示
ま
た
は
推
薦
が
受
け

ら
れ
る
人
。

受
講
料

無
料
（
テ
キ
ス
ト
代

は
個
人
負
担
）

募
集
期
限

４
月
９
日
㈫

そ
の
他

▽
定
員
１５
人

▽
雇

用
保
険
受
給
者
は
基
本
手
当
な

ど
が
支
給

▽
訓
練
受
講
給
付

金
も
対
応
。

●申
●問
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
安
来

℡
２２‐

２
５
４
５

消
費
者
問
題
弁
護
士
相
談

（
無
料
・
要
申
込
）

●申
●問
市
民
相
談
室

℡
２３‐

３
０
６
８

日
時
・
場
所

４
月
１８
日
㈭
９

時
〜
１２
時
、
安
来
中
央
●交

内
容

消
費
者
問
題
（
悪
質
商

法
や
多
重
債
務
、
事
業
者
に
対

す
る
苦
情
な
ど
）
。

各
種
定
期
相
談
は
市
民
カ
レ
ン

ダ
ー
で
ご
確
認
く
だ
さ
い

相
談
時
間
と
問
い
合
わ
せ
先

は
次
の
と
お
り
で
す
。

生
活
相
談

▽
９
時
〜
１２
時

▽
社
会
福
祉
協
議
会
℡
２３‐

１

８
５
５

行
政
相
談
所

▽
安
来
・
広
瀬

会
場
…
９
時
〜
１２
時
、
伯
太
会

場
…
１０
時
〜
１５
時

▽
市
民
相

談
室
℡
２３‐
３
０
６
８

特
設
人
権
相
談
所

▽
９
時
〜

１２
時

▽
人
権
施
策
推
進
課
℡

２３‐

３
０
９
５

栄
養
相
談
（
要
申
込
）

▽
安

来
会
場
９
時
３０
分
〜
１７
時
、
広

瀬
会
場
９
時
〜
１２
時

▽
い
き

い
き
健
康
課
℡
２３‐

３
２
２
０

ほ
う
き
や
す
つ
な

伯
耆
安
綱
（
存
在
が
確
認
さ

れ
て
い
る
最
古
の
刀
匠
）
の
太

刀
を
は
じ
め
と
す
る
平
安
時
代

か
ら
現
代
ま
で
の
中
国
地
方
の

刀
剣
約
２５
点
と
、
中
国
地
方
で

作
ら
れ
た
玉
鋼
（
日
本
刀
の
原

材
料
）
を
展
示
。
千
年
以
上
に

わ
た
っ
て
優
れ
た
鉄
と
日
本
刀

が
作
り
続
け
ら
れ
て
い
る
中
国

地
方
の
刀
文
化
を
紹
介
し
ま
す
。

特
別
展
関
連
行
事
（
会
場
…
い
ず
れ
も
和
鋼
博
物
館
）

相相

談談

イイ
ベベ
ンン
トト

平
成
２５
年
度
和
鋼
博
物
館
春
季
特
別
展（
開
館
２０
周
年
記
念
）

中
国
地
方
の
名
刀
展
〜
平
安
か
ら
現
代
ま
で
〜

●問
和
鋼
博
物
館

℡
２３‐

２
５
０
０

会
期
…
４
月
２０
日
㈯
〜
５
月
３１
日
㈮
※
水
曜
日
休
館

会
場
…
和
鋼
博
物
館

…
一
般
５
０
０
円
・
高
校
生
４
０
０
円
（
２０
人
以
上

の
団
体
は
各
１
０
０
円
割
引
）、
中
学
生
以
下
無
料
。

入
館
料

●
４
月
２１
日
㈰

▽
記
念
講
演
…
１３
時
３０
分
〜
１５
時

・
演
題

「
か
た
な
」
へ
の
誘
い

・
講
師

黒
滝
哲
哉
氏
（
日
刀
保
た
た
ら
課
課
長
）

●
５
月
３
日
㈮
㈷
・
４
日
㈯
㈷

▽
刀
匠
に
よ
る
作
業
実
演
…
１０
時
〜
１５
時

●
５
月
５
日
㈰
㈷
・
２６
日
㈰

▽
日
本
刀
よ
ろ
ず
相
談
会
…
１０
時
〜
１６
時

▽
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
…
１４
時
〜
１５
時

●
会
期
中
の
開
館
日

▽
手
作
り
甲
冑
を
着
て
み
よ
う
（
体
験
コ
ー
ナ
ー
）

…
９
時
〜
１６
時

〈
太
刀

銘
安
則
〉
平
安
末
〜
鎌
倉
初
（
和
鋼
博
物
館
所
蔵
）

２２



第
３８
回
安
来
市
民
春
の
サ
イ
ク

リ
ン
グ
大
会

●申
●問
安
来
サ
イ
ク
リ
ン
グ
協
会

・
小
山
℡
０
９
０‐

３
６
３
３

‐

８
７
６
９
（
１９
時
以
降
）

日
時

４
月
１４
日
㈰
１０
時
〜（
受

付
９
時
３０
分
〜
、
閉
会
式
１４
時

〜
※
抽
選
会
あ
り
）

コ
ー
ス

新
安
来
市
周
回
コ
ー

ス
約
３５
㌔
（
和
鋼
博
物
館
ス
タ

ー
ト
〜
安
来
●庁
横
市
民
広
場
ゴ

ー
ル
）

参
加
料

一
般
１
０
０
０
円
、

小
・
中
学
生
８
０
０
円
（
小
学

校
低
学
年
は
保
護
者
同
伴
）
。

申
込
期
限

４
月
３
日
㈬

そ
の
他

▽
街
乗
り
自
転
車
で

の
参
加
可

▽
参
加
賞
と
し
て

昼
食
を
用
意
。

ひ
た
ち
や
す
ぎ
吹
奏
楽
団
第
２８

回
定
期
演
奏
会
「
響
き
」

●問
ひ
た
ち
や
す
ぎ
吹
奏
楽
団
・

吉
木
℡
０
９
０‐

７
７
７
５‐

７
８
５
６

日
時

４
月
７
日
㈰
１４
時
〜（
開

場
１３
時
３０
分
）

場
所

安
来
市
民
会
館

曲
目

第
六
の
幸
福
を
も
た
ら

す
宿
、
風
と
共
に
去
り
ぬ
よ
り

「
タ
ラ
の
テ
ー
マ
」、ウ
エ
ス
ト

サ
イ
ド
ス
ト
ー
リ
ー
ほ
か
。

指
揮

三
成
俊
介
。

ゲ
ス
ト

三
島
正
巳（
ク
ラ
リ
ネ
ッ

ト
）、佐
久
間
理
恵（
ピ
ア
ノ
）。

そ
の
他

入
場
無
料
。

４
月
か
ら
富
田
山
荘
と
湯
田
山

荘
の
入
浴
料
を
変
更
し
ま
す

●問
商
工
観
光
課
℡
２３‐

３
３
４
３

４
月
１
日
か
ら
、
次
の
と
お

り
入
浴
料
金
・
区
分
を
変
更
し

ま
す
。
カ
ッ
コ
内
は
旧
料
金
。

富
田
山
荘

６５
歳
以
上
…
３
０

０
円
（
４
０
０
円
）
※
６５
歳
未

満
の
料
金
・
区
分
は
変
更
な
し
。

湯
田
山
荘

▽
６５
歳
以
上
…
３

０
０
円
（
５
０
０
円
）

▽
大

人
・
高
校
生
…
４
０
０
円
（
５

０
０
円
）

▽
小
・
中
学
生
…

２
５
０
円
（
３
０
０
円
、
５
０

０
円
）

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
募
集

●申
●問
安
来
国
際
交
流
協
会
事
務
局

℡
２３‐

１
０
４
８

・
市
民
参
画
課
℡
２３‐

３
０
６
７

島
根
県
内
で
開
催
さ
れ
る「
第

２３
回
日
米
草
の
根
交
流
サ
ミ
ッ

ト
し
ま
ね
大
会
」（
７
月
３
日
〜

７
日
）
で
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を

受
け
入
れ
て
く
だ
さ
る
ホ
ス
ト

フ
ァ
ミ
リ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
期
間

７
月
４

日
㈭
〜
７
日
㈰
（
３
泊
４
日
）

そ
の
他

詳
し
く
は
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●●
日
米
草
の
根
交
流
サ
ミ
ッ
ト

日
本
と
ア
メ
リ
カ
の
良
好
な

友
好
関
係
を
築
き
上
げ
て
い
く

こ
と
を
目
的
に
、
両
国
の
市
民

が
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
な
ど
を
通

し
て
、
国
境
を
超
え
た
心
の
交

流
・
異
文
化
交
流
を
経
験
す
る

プ
ロ
グ
ラ
ム
。
毎
年
、
両
国
交

互
で
開
催
さ
れ
て
お
り
、
年
齢

や
語
学
レ
ベ
ル
に
関
係
な
く
、

ど
な
た
で
も
参
加
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

し
ま
ね
大
会
で
は
、
期
間
中

の
７
月
４
日
㈭
か
ら
６
日
㈯
ま

で
、
安
来
市
を
は
じ
め
と
す
る

県
内
１１
ブ
ロ
ッ
ク
で
地
域
分
科

会
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

情
報
科
学
高
校
図
書
館
を
一
般

開
放
し
て
い
ま
す

●問
情
報
科
学
高
校
・
古
川

℡
２３‐

２
７
０
０

対
象

本
校
在
籍
生
徒
の
Ｐ
Ｔ

Ａ
・
卒
業
生
、
安
来
市
お
よ
び

松
江
市
東
出
雲
町
在
住
者
。

開
放
日

月
曜
日
・
木
曜
日
１０

時
〜
１６
時

貸
出
対
象
資
料

一
般
図
書
、

雑
誌
。
一
人
５
冊
ま
で
。

貸
出
期
間

２
週
間
（
雑
誌
最

新
刊
は
１
日
）
。

そ
の
他

▽
利
用
申
請
が
必
要

で
す
（
本
人
確
認
の
た
め
運
転

免
許
証
ま
た
は
保
険
証
の
写
し

を
お
持
ち
く
だ
さ
い
）

▽
事

務
室
受
付
で
手
続
き
の
上
、
来

校
者
証
を
着
用
し
て
く
だ
さ
い
。

そそ
のの
他他

●庁…庁舎 ●健…保健センター ●申…申し込み
●地…地域センター ●交…交流センター ●問…問い合わせ
●庁…庁舎 ●健…保健センター ●申…申し込み
●地…地域センター ●交…交流センター ●問…問い合わせ

●国内最古の作例、神像彫刻の重要遺品と評価

この像（高さ 53.0 センチ）は、鎌倉時代末期の
1329 年（嘉歴４年）に、仏師（仏像などの制作者）

かくせい

の覚清が制作。主要部分を１本のヒノキ材で彫り出
いちぼくづくり

した一木造で、ふくよかな顔に歯や舌を見せて笑み
を浮かべ、鼓を打つ姿をしています。制作時期が明
らかな木造摩多羅神坐像としては国内最古で、彫刻
技術も秀逸。神像彫刻の重要遺品と評価されました。

※摩多羅神…天台寺院の念仏道場（常行堂）の守護
神で、秘神のため確認できる作例が少なく、鼓を
打つ姿などから、芸能の神などとしても信仰され
ています。

国の重要文化財（彫刻）指定へ

ま た ら じん ざ ぞう

安来清水寺所蔵 木造摩多羅神坐像

木造摩多羅神坐像

●問文化課 ℡２３‐３３１５

国の文化審議会が２月
27 日、清水寺所蔵の木造
摩多羅神坐像を重要文化財
（有形文化財）に指定する
よう文部科学大臣に答申し
ました。
指定されると、安来市の
国指定文化財は、２２件（う
ち彫刻７件）となります。

２３




